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【天窓制御、暖房制御、カーテン制御】 

換気コントローラ 

お客様へ 

このたびはニッポー製品をお買い

上げいただきまして、まことにあ

りがとうございます。 

この製品を安全に正しくご使用し

ていただくために、お使いになる

前にこの「取扱説明書」をよくお

読みになり、十分に理解してくだ

さい。 

お読みになったあとは大切に保管

し、必要なときにお読みください。 

取扱説明書 
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警告 

注意 

 １  安全上のご注意 

 

■ ご使用になる前に、「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しくお使いください。 

■ 製品を譲渡する場合は、本取扱説明書を製品に付けてお渡しください。 

■ 本取扱説明書に示した注意事項は、安全に関する重大な内容ですので、必ず守ってください。 

■ 表示と意味は、次のようになっています。 

 

       
 

 
 

 

 

 

 
■ 図記号の意味は次のようになっています。 

 

       
感電注意 

 

       
分解禁止 

 

       
アース工事 

をすること 

 

 

取扱編 

 

「誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などの重大な 

結果に結びつく可能性があるもの」を示します。 

 

 

「誤った取扱いをしたときに、軽傷または物的損害（※） 

に結びつくもの」を示します。 

△は、注意（危険、警告を含む）を示します。 

具体的な注意内容は、△の中や近くの絵や文章で示します。 

左図の場合は「感電注意」を示します。 

 

 

🚫は、禁止（してはならないこと）を示します。 

具体的な禁止内容は、🚫の中や近くの絵や文章で示します。 

左図の場合は「分解禁止」を示します 

 

 

 

●は、強制（必ずすること）を示します。 

具体的な強制内容は、●の中や近くの絵や文章で示します。 

左図の場合は「アース工事をすること」を示します。 

※物的とは、施設や栽培物及び動植物にかかわる拡大被害を意味します。 
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 １  安全上のご注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設園芸用、露地用以外で使用しない 

他の用途には使用しないでください。 

事故や故障の恐れがあります。 

本器に農薬や水をかけない 

感電、機器故障や製品寿命を損なう 

恐れがあります。 

アース線が確実に接続している 

か確認する 

故障や漏電のときに感電をする 

恐れがあります。 

警告 
 

注意 

分解・修理・改造はしない 

ご自分で修理などを行い、使用し 

ますと、事故の恐れがあります。 

分解・修理 
・改造の禁止 

水ぬれ禁止 

ぬれた手で本器にさわらない 

感電の恐れがあります。 

ぬれた手 
禁止 

工事や試運転が正しく済んでいる 

か確認する 

不備があると感電や火災の恐れ 

があります。 
工事・ 

試運転確認 

付属品や別売品もニッポー指定品 

を使用する 

指定以外の部品を使用すると、事故 

や故障の恐れがあります。 

異常（異音・異臭）を感じたときは 

使用を中止し取付業者に連絡をする 

異常のまま使用すると、感電 

や火災の恐れがあります。 

 

雷発生時は元電源を切る 

雷が発生したら、必ず元電源 

（ブレーカ）を切ってください。 

故障の恐れがあります。 

 雷発生時 
電源切る 

転用禁止 

取扱説明書をよく読む 

安全な正しい使い方を知るために、 

取扱説明書をよく読んでください。 

 

アース工事 

確認 

指定部品 
使用 

異常時 

使用禁止 

取扱説明書 
をよく読む 
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 ２  各部のなまえとはたらき 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１ 外観 

本体 

各部の説明⇒Ｐ５ 各部の説明⇒Ｐ６ 

各部の説明⇒Ｐ１２ 

各部の説明⇒Ｐ９ 

各部の説明⇒Ｐ８ 

各部の説明⇒Ｐ１０ 

各部の説明⇒Ｐ７ 

各部の説明⇒Ｐ７ 

現在の環境 

 

状態表示部 

 

モニタ表示部 

 

温度／スカシ設定部 

 

タイマ表示部 

 

風向風速部 

 

除湿／リセット部 

 

各部の説明⇒Ｐ８ 

各部の説明⇒Ｐ１１ 

ハウス／設定温度選択部 

 
各部の説明⇒Ｐ５ 

カーテン設定部 

 

使用開度設定部 

 

ツマミ 
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 ２  各部のなまえとはたらき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の室温を表示します。 

複数のセンサを使用している場合、 

5 秒ごとに切り替わり、表示中のセンサ

番号が点灯します。 

現在の環境 

現在の開度を表示します。 

センサ番号に対応する開度を、 

左右 2.5秒ごとに切り替えて表示し、 

対応するランプが点灯します。 

設定温度表示 

 

開度表示 

 

現在時刻における選択中の項目（暖房／換気／スカシ）の設定温度を表示します。 

複数のハウスがある場合、5秒ごとに切り替わり、表示中のハウス番号が点灯します。 

温度表示 

ハウス／設定温度選択部 

 

ボタンで選択したハウス番号

を表示します。 

「ステップ表示」、「設定温度」、タイマ表示に表示する 

項目（暖房／換気／スカシ）を切り替えます。 

選択中のボタンのランプが点灯します。 

（棟共通） 

ハウス番号表示／ボタン 

 

暖房／換気／スカシボタン 
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 ２  各部のなまえとはたらき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状態表示部 

日射加算の状態を表示します。（P43参照） 

日射加算中 

日射加算無し 

 

点灯 
 
消灯 
 

日射加算ランプ 

 

冷却信号の状態を表示します。（P38参照） 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

 

点灯 
 
消灯 
 

冷却ランプ 

 

除湿状態を表示します。（P40参照） 

除湿中 

停止中 

 

点灯 
 
消灯 
 

除湿ランプ 

 

点灯 
 
消灯 
 

天窓ランプ 

 

加温信号の状態を表示します。（P28参照） 

ヒートポンプまたは暖房がＯＮ 

ヒートポンプおよび暖房がＯＦＦ 

 

点灯 
 
消灯 
 

加温ランプ 

高温状態を表示します。（P21参照） 

高温状態 

高温状態でない 

高温ランプ 

 

点滅 
 
消灯 
 

雨検出状態を表示します。（P23参照）（棟共通） 

雨検出中および復帰遅延中 

雨無し 

 

雨ランプ 

 

点灯 
 消灯 
 

天窓開閉出力の状態を表示します。 

（1系統のみ） 

↓は閉出力、↑は開出力を表します。 

左右はハウスの左右に対応しています。 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

 

点灯 
 
消灯 
 

保温ランプ 

 

保温カーテンの開閉出力の状態を表示します。 

←→は開出力、→←は閉出力を表します。 

（P31参照） 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

 

遮光カーテンの開閉出力の状態を表示します。 

←→は開出力、→←は閉出力を表します。 

（P36参照） 

ＯＮ 

ＯＦＦ 

 

点灯 
 
消灯 
 

遮光ランプ 

 

警報ランプ 

 
警報の有無を表示します。（P44参照） 

（棟共通） 

警報あり 

警報なし 

点滅 
 
消灯 
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 ２  各部のなまえとはたらき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更対象ステップの変更を開始する時に

押します。 

再度押すと変更を終了します。 

30秒操作がない場合も設定を終了します。 

 

「暖房」「換気」「スカシ」より、 

選択した温度設定値を表示します。 

設定中のステップは点滅します。 
 

ステップ表示 

 

ステップボタン 

 
スカシの開度の設定変更を開始する時に

押します。 

再度押すと変更を終了します。 

30秒操作がない場合も設定を終了します。 

 

スカシの設定開度を表示します。 

設定中は点滅します。 

スカシ%表示 

 

スカシ%ボタン 

 

ツマミ 

換気温度、スカシ温度、暖房温度、 

カーテン開閉温度／日射、スカシ開度、 

使用開度の設定中に回すと値が増減します。 

温度／スカシ設定部／ツマミ 
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 ２  各部のなまえとはたらき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・風向風速計がある場合 

  自動で風向を判定し、対応するランプが点灯 

  します。 

・風向風速計がない場合 

 風向きを「→／←」ボタンで選択します。 

 対応するランプが点灯します。 

いずれも棟共通です。 

風向ボタン／ランプ 

 

風下表示／ボタン 

 

風向風速部／使用開度設定部 

 

風上表示／ボタン 

 
・風向風速計がある場合 

 自動で風速を判定し、対応するランプが点灯または 

 点滅します。（暴風時は点滅） 

・風向風速計がない場合 

 「暴風／強風／微風」をボタンで選択します。 

 対応するランプが点灯または点滅します。 

 （暴風時は点滅） 

いずれも棟共通です。 

風速ボタン／ランプ 

 
風上側の天窓の使用開度を表示します。 

変更したい場合はボタンを押します。 

設定中は、点滅表示します。 

再度押すと変更を終了します。 

30秒操作がない場合も設定を終了します。 

風下側の天窓の使用開度を表示します。 

変更したい場合はボタンを押します。 

設定中は、点滅表示します。 

再度押すと変更を終了します。 

30秒操作がない場合も設定を終了します。 

ここを押しながらステップの温度設定を行うと増減幅

が大きくなります。 
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 ２  各部のなまえとはたらき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保温カーテンの表示中 

開条件の設定温度を表示します。 

ボタンを押すと設定温度とタイマ表示の 

開時刻が点滅表示します。 

 

遮光カーテンの表示中 

開条件の日射設定値を表示します。 

ボタンを押すと開条件日射設定値とタイマ 

表示の制御開始時刻が点滅表示し、設定を 

変更できます。 

「暖房」ランプ点灯中のとき 

上記以外の場合 

カーテン設定部 

 

開表示／ボタン 

. 

点灯 
 
消灯 
 

「換気」または「スカシ」ランプ点灯中のとき 

上記以外の場合 

遮光ランプ 

 

保温ランプ 

 

保温カーテンの表示中 

閉条件の設定温度を表示します。 

ボタンを押すと設定温度とタイマ表示の 

閉時刻が点滅表示します。 

 

遮光カーテンの表示中 

閉条件の日射設定値を表示します。 

ボタンを押すと閉条件日射設定値とタイマ 

表示の制御終了時刻が点滅表示し、設定を 

変更できます。 

 

閉表示／ボタン 

. 

点灯 
 
消灯 
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 ２  各部のなまえとはたらき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップの開始時刻が赤色で点灯します。 

現在時刻は緑色で点滅します。 

昇温開始時刻は緑色で点灯します。 

各種時刻の設定中は、該当箇所が赤色で点滅します。 

現在のステップを表示します。 

タイマ表示部 

 

タイマ表示 

 

現在ステップ表示 

 

左回り／右回りボタン 

 
設定中の時刻を増減します。 

現在時刻を表示します。 

各種時刻の設定中は、その値を 

点滅表示します。 

時刻表示 
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 ２  各部のなまえとはたらき 

 

 

除湿を予約します。 

予約中は、ランプが点灯します。（P40参照） 

（棟共通） 

除湿予約ボタン 

 

強制的に除湿を行います。 

強制除湿中は、ランプが点灯します。（P40参照） 

（棟共通） 

除湿強制ボタン 

 

保温カーテンを開方向にリセットします。 

リセット中は、ランプが点灯します。 

動作中は、受け付けません。 

保温開ボタン 

 

遮光カーテンを開方向にリセットします。 

リセット中は、ランプが点灯します。 

動作中は、受け付けません。 

遮光開ボタン 

 

保温カーテンを閉方向にリセットします。 

リセット中は、ランプが点灯します。 

動作中は、受け付けません。 

保温閉ボタン 

 

遮光カーテンを閉方向にリセットします。 

リセット中は、ランプが点灯します。 

動作中は、受け付けません。 

遮光閉ボタン 

 

選択中のハウスの天窓を閉方向に 

リセットします。 

リセット中は、ランプが点灯します。 

動作中は、受け付けません。 

天窓閉ボタン 

 

除湿／リセット

部 
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 ２  各部のなまえとはたらき 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細設定の内容を選択するときに押します。 

内容表示中は、ランプが点灯します。 

内容表示中に押すと、表示する内容を切り替えます。 

詳細設定を始めるときに押します。 

詳細設定のメニューをモニタに表示します。 

メニュー表示中は、表示する内容を切り替え

ます。 

通常はモニタ画面を表示します。（P19参照） 

ツマミまたはアップ／ダウンボタンで 

モニタ画面の内容が切り替わります 

詳細設定中は設定内容を表示します。 

通常はモニタ画面の内容を切り替えます。 

内容ランプ点灯中は設定値を変更します。 

ロックボタン 

 

モニタ表示部 

終了ボタン 

詳細設定ボタン 

モニタ 

内容ボタン 

アップ／ダウンボタン 

 

2 秒間長押しでロックとアンロックを

切り替えます。 

ロック中はランプが点灯します。 

詳細設定を終了する時に押します。 

詳細設定と内容のボタンのランプが 

消灯します。 
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 ３  機器の特長 

 

 

 

  換気ＮＡＶＩは、ハウスの外環境（オプション）と室温を測定し、 

ハウスの天窓、カーテン、暖房などを複合的に制御するコントローラです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－１ 特長 

換気ナビを使用したシステム例 

※温度センサ２台目以降はオプション 

雨センサ 

天窓インターフェース盤 

※現地手配 

窓左１ 

系統１ 

温度センサ１ 

窓右 1 

気象測器 
ゲートウェイボックス 

オプション品 

温度センサ２ 温度センサ３ 温度センサ４ 

※窓出力と温度センサの系統番号は一致している必要があります。 

 

系統２ 系統３ 系統４ 

日射センサ 

ニッポー製制御器 

（拡張BOX、CO2センサ等） 
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 ４  暖房／換気／スカシ設定 

 
 

①ハウスが複数ある場合は、 でハウス番号を選択します。 

②“暖房／換気／スカシ”で選択している項目の６ステップの設定温度と 

  開始時刻が、ステップ表示とタイマ表示に表示します。 

③ 、 、 を押すと設定内容を切り替えることが出来ます。 

 

 

① を押し、ランプの点灯をさせます。 

②変更したいステップの を押します。 

対応するステップの温度設定値、時刻表示に開始時刻、 

タイマ表示の開始時刻の開始点が点滅表示します。 

③ツマミを回し、設定温度を設定します。 

④ 、 を押して、ステップの開始時刻を設定します。 

⑤もう一度 を押すと、設定を確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30秒間操作がない場合も、設定を確定し、点滅表示を終了します。 

 

 

を押して、暖房温度・開始時刻と同様に操作します。 

 

 

を押して、暖房温度・開始時刻と同様に操作します。 

設定温度の確認 

暖房温度・開始時刻の設定 

換気温度・開始時刻の設定 

スカシ温度・開始時刻の設定 

1 2 

4 

4 

3 

5 
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 ５  使用開度の設定 

 

 

 

①ハウスが複数ある場合は、 でハウス番号を選択します。 

②風上の を押すと、風上表示が点滅します。 

③ツマミを回し、風上使用開度を設定します。 

④もう一度風上の を押すと、設定を確定します。 

30秒間操作がない場合も、設定を確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤風下の設定についても同様です。 

 

 

 

 

スカシの を押すと、スカシ開度を設定できます。 

以降の操作は上記の「風上／風下使用開度の設定」と同様です。 

 

風上／風下使用開度の設定 

スカシ開度の設定 

1 

3 

2 

4 
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 ６  カーテンの設定 

 

 

 

① のランプが点灯していない場合は、 を押します。 

② を押すと、開表示部に開条件の設定温度、 

 時刻表示に開時刻、タイマ表示に開始点が点滅します。 

③ツマミを回し、開条件の設定温度を設定します。 

④ 、 を押して、開始時刻を設定します。 

⑤もう一度 を押すと設定を確定し、点滅表示を終了します。 

30秒操作がない場合も設定を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開同様に を押し、保温カーテン閉温度と閉時刻を設定します。 

 

保温カーテン閉温度・閉時刻の設定 

保温カーテン開温度／開時刻の設定 

1 

4 

4 

5 

3 

2 
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 ６  カーテンの設定 

 

 

 

① または を押して、ランプが点灯させます。 

② を押すと、開表示部に開条件日射設定値、 

 時刻表示に制御開始時刻、タイマ表示の制御開始点が点滅します。 

③ツマミを回し、開条件日射設定値を設定します。 

④ 、 を押して、開始時刻を設定します。 

⑤もう一度 を押すと設定を確定し、点滅表示を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30秒操作がない場合も設定を終了します。 

 

 

 

 

 

開同様 を押し、遮光カーテンの閉条件日射設定値と制御終了時刻を設定します。 

 

遮光カーテン閉日射・制御終了時刻の設定 

遮光カーテン開日射・制御開始時刻の設定 

4 

4 

1 

3 

2 

5 
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 ７  風向風速切り替え 

 

 

 

風向きを切り替えたい場合は、 を押して「→」「←」のランプを点灯させます。 

（風向風速計が無い場合のみ） 

 

 

 

風速を切り替えたい場合は、 を押して「微風」「強風」「暴風」のいずれかを選びます。 

連動して、「微風」「強風」「暴風」が点灯または点滅します。 

（風向風速計が無い場合のみ） 

 

 

 

 

 

 ８  ロック 

 

のランプが消灯中に を 2秒間長押しすると、 のランプが点灯し、 

、 、 、 、 以外のボタン操作が無効になります。 

のランプ点灯中に を 2秒間長押しすると、ロックを解除します。 

 

手動風向切り替え 

手動風速切り替え 
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 ９  モニタ 

パラメータ変更中以外は、モニタに次ページの内容を表示します。 

  ツマミか 、  で、表示項目が切り替わります。 

 

表示

番号 
表示例 備考 

1 
1）ｶﾚﾝﾀﾞ ｼﾞｺｸ 

12／31（ｹﾞﾂ）10:54 

現在時刻 

月／日（曜日）時：分 

2 
2）ｶｲﾄﾞ （ﾋﾀﾞﾘ） 

100 100 100 100  

天窓開度 （ﾋﾀﾞﾘ）と（ﾐｷﾞ）は 2.5秒毎に切り替え表示 

-1～100% 画面左から系統 1,2,3,4 

3 
3） ｶﾝｷ 23.4 25.3 

         21.2 23.1 

各ハウスの換気の設定温度 

左上:ハウス 1、右上:ハウス 2、左下:ハウス 3、右下:ハウス 4 

4 
4） ｽｶｼ  23.4 25.3 

         21.2 23.1 

各ハウスのスカシの設定温度 

表示は同上 

5 
5）ﾀﾞﾝ   23.4 25.3 

   ﾎﾞｳ   21.2 23.1 

各ハウスの暖房設定温度（暖房の無いハウスは表示しない） 

表示は同上 

6 
6）ｵﾝﾄﾞ  23.0 25.0 

       21.0 23.0 

使用している系統の温度を表示します。 

上段 ｾﾝｻ 1 ｾﾝｻ 2 

下段 ｾﾝｻ 3 ｾﾝｻ 4 

7 
7）ﾍｲｷﾝｵﾝﾄﾞ 

       20.0 21.0 

パラメータで平均温度を使用している場合、数値を表示。 

使用していない場合は、表示しない。 

2ハウス 2系統の場合は、2ハウス目の平均も表示。 

左：ハウス 1、右:ハウス 2 

8 
8）ﾏﾄﾞ ﾘﾕｳﾋｮｳｼﾞ 

 1L ﾘｮｳｺｳ 

天窓の制御状態を 2.5秒毎に系統を切り替えて表示  

※詳細は P27 参照 

9 
9）ﾎｵﾝｶｰﾃﾝ ｶｲﾄﾞ 

  ｾﾞﾝﾍﾟｲ ﾍｲｷﾝ 840 

選択している棟の保温カーテンの開度を表示 

遮光で使用時は、移動平均日射量も表示 

10 
10）ｼｬｺｳｶｰﾃﾝ ｶｲﾄﾞ 

  ｾﾞﾝﾍﾟｲ ﾍｲｷﾝ 840 

選択している棟の遮光カーテンの開度を表示 

遮光で使用時は、移動平均日射量を表示 

11 
11）ｶﾞｲｷｼｮｳ 1  m／s 

 359°  1200w／m2 

風向風速計あり時、風速 0.0～50.0m／s（右上） 

風向 0～359°（左下）を表示 

日射センサあり時、日射量 0～1500W／m2（右下）を表示 

12 
12）ｶﾞｲｷｼｮｳ 2  MJ 

 18.3℃ 10.1mm／h 

日射センサあり時、積算日射量 0.0～99.9MJ（右上）を表示 

風向風速計あり時、外気温度−20.0～60.0℃（左下） 

雨量 0.0～200.0mm／h（右下）を表示 

13 
13）ｿﾉﾀ 1.5℃ 75% 

   450ppm 9.3g／m3 

湿度センサがある時、日射加算時の補正温度（上） 

湿度 0～100%（右上） 

CO2センサがある時、CO2濃度 0ppm～5000ppm（左下） 

湿度センサがある時、飽差 0～25.0g/m3（右下） 

２棟１系統で S18 がｶﾝｷﾅﾋﾞ 2 ｾｯﾄの時、飽差と湿度は、 

ハウスランプに連動して自動で切替 

14 
14）ｱﾗｰﾑ 

   ｾｲｼﾞｮｳ 

警報項目画面(詳細は P44参照)  

15 
15）ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

1.00 

ソフトバージョンを表示 
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 10  換気制御 

 

 

 

ハウス毎に換気の 6ステップの時刻、温度を設定し、日射量などで補正した設定温度 

を目指し、天窓を制御します。 

“A10:設定変化”により、ステップ間の設定温度の変化が階段式か傾斜式か 

選択できます。 

スカシについても同様です。 

 

“A10: 設定変化”が“ｹｲｼｬ”の場合 

 

“A10:設定変化”が“ｶｲﾀﾞﾝ”の場合 

⓪点は、明け方の昇温開始時刻です。“D2:明け方昇温率”で自動算出します。 

換気およびスカシ温度の設定 

0時 0時 

⓪ 

① 

② ③ 

④ ⑤ 

⑥ 

温

度

℃ 

スカシ温度 
⓪ 

① ④ ⑤ 

⑥ 

② ③ 
換気の設定温度 

時刻 

0 時 0時 

⓪ 

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

温

度

℃ 

スカシ温度 

① 

③ 

⑤ 

⑥ 
④ 

② 
換気の設定温度 

⓪ 

時刻 
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 10  換気制御 

 

 

 

換気制御は、室温が換気の設定温度に近くなるように天窓の開度を調整します。 

通常は、設定した使用開度で制限します。 

 

 

 

 

  室温が１日の換気の設定温度のピーク値に“A3:全開温度差”を加算した値以上 

になると高温と判定し、全開します。 

  このとき、“使用開度”で指定した開度制限を無視します。 

 

 

 

 

温度が換気の設定温度±0.2℃以内（以降、良好範囲と称します。）に入っている場合は、 

開度制御を行いません。 

  温度が良好範囲を上回ると使用開度に向かって徐々に開動作します。 

  温度が良好範囲を下回るとスカシ開度に向かって徐々に閉動作します。 

 

 

 

 

“A4:換気動作スピード”により、換気の動作スピードを６通りから選択できます。 

換気スピードを“ﾊﾔｲ”にすると、温度変化に対し反応が速くなります。 

“ｵｿｲ”にすると温度変化に対し反応が遅くなります。 

“ﾕｰｻﾞｰｾｯﾃｲ”を選んだ場合は、A13～A15 で設定した数値で制御します。 

 

使用開度 

高温の時の動作 

良好範囲の時の動作 

動作スピード 
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 10  換気制御 

 

 

 

天窓は、全閉⇔スカシ開度⇔換気制御幅⇔全開の位置で区分します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇全閉 
スカシ温度－0.5℃かつ日射がスカシ日射量の 90％以下（または 50W/m2引いた値） 

になると全閉する。 

〇スカシ開度 
スカシ温度以上または、“A1:スカシ日射”以上になるとスカシ開度まで開けます。 

〇換気制御幅 
室温と換気の設定温度を比較して、開度を使用開度以下で調節します。 

 （使用開度に“A2：追加使用開度”を追加する） 

 〇全開 
室温が換気温度設定の 1日のピーク値＋“A3:全開温度差”以上になると使用開度 

を無視して全開します。 

 

 

 

目的：急激な温度、湿度の変化を防ぐため、天窓を少し開けます。 

条件 1：温度（※1）がスカシ温度以上または日射が“A1:スカシ日射”以上になる。 

条件 2：温度（※1）がスカシ温度－0.5℃以下かつ日射が設定より 10％（最大 50W／m2） 

下がる。 

動作 1：条件 1が成立で天窓はスカシ開度以上になる。 

動作 2：条件 2が成立で天窓を全閉する。 

  ※1 “A9:スカシ対象温度”で室温と外気温度から選択出来ます。 

天窓の開度と位置 

天窓のスカシ条件 

使用開度の制限 

換気制御幅 

スカシ開度 

<巻き上げ式> <スイング式> 
全開位置 

全閉位置 
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 10  換気制御 

 

 

 

目的：降雨によって、天窓を全閉または開度制限します。 

条件 1：雨センサが雨を検知してから“C8:雨ｾﾝｻ判定時間”経過後、降雨と判断します。 

条件 2：雨を検知しなくなってから“C1:雨復帰遅延時間”経過するまで、降雨と 

    判断します。 

（“C4:雨と高温”が“ｺｳｵﾝ”の場合、室温が高温になっていないこと） 

条件 3：雨量計が動作したとき“C5:雨量計併用”が“ﾍｲﾖｳ”、“C7：雨量計判定タイマ” 

    が“0”の設定なら即座に降雨と判定する。 

条件 4：雨量計が動作したとき、C5が“ﾍｲﾖｳ”、C7が“1”以上の設定のとき C7判定中 

    に再度、雨量計が動作すると降雨と判定する。 

動作 1：巻き上げ式の場合、条件 1，2，3，4のいずれか成立で全閉する。 

動作 2：巻き上げ式の場合、”C9～C12”が“ｱﾒｼﾞ ｼﾒﾅｲ”になっていればその棟は、 

    降雨時でも天窓を閉めません。(※) 

動作 3：スイング式の場合、条件 1成立で、風上と風下の天窓の開度を 

    “C2:雨時上限開度（風上）”、“C3:雨時上限開度（風下）”で制限する。 

動作 4：スイング式の場合、条件 3か条件 4 成立で 5分間(固定)降雨と判定し全閉する。 

動作 5：“C6:雨センサヒーター”で、雨センサのヒーターの強さを“強、中、弱”から 

    選択する。これにより雨センサの乾く速さを調節できる。 

    強なら雨センサが早く乾くので頻繁に降雨を判定でき、細かく天窓を制御できる。 

 

    ※ 側窓で換気をしているハウスで使用する場合があります。 

 

 

 

 

目的：強風または暴風を判定し、天窓の開度を制限します。 

条件 1：風速が“B3:強風風速”以上の状態が“B5:風向風速判定時間”の 1／3の時間 

    継続したとき、強風と判定する。 

    （復帰は、強風未満が“B5:風向風速判定時間”以上継続したとき） 

条件 2：風速が“B4：暴風風速”以上になったとき、暴風と判定する。 

    （復帰は、”B4－１m/s”が１分以上継続したとき） 

 

動作 1：条件 1成立で風上側の天窓開度を“B1:強風時上限開度”に制限する。 

    （ただし、“B2:強風時対象窓”が“ﾘｮｳﾔﾈ”のときは、風下側も天窓開度を 

“B1:強風時上限開度”に制限します。） 

動作 2：条件 2成立で即座に全ての天窓を全閉します。 

 

雨に対する天窓の対応 

強風、暴風の判定 
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 10  換気制御 

 

 

 

目的：風向きにより、風上側と風下側を判定します。 

条件：風速 0.3m／s以上で同じ風向きの状態（斜線範囲外）が 

“B5:風向風速判定時間”継続した時に風向を判定する。 

斜線の範囲では、以前判定した方向を保持。 

動作：「左→」「←右」ランプで、風向の状態を判定する。 

    風向きにより、風上と風下の使用開度を適用する。 

 

 

 

 

 

目的：使用開度制限により高温になるのを防ぐため、室温が高温になるとより大きく 

天窓を開けることが出来ます。 

条件：室温が換気温度設定 ＋ 3.0℃（固定）以上になる。 

（室温が換気の設定温度以下になると解除） 

動作：条件成立で風上、風下の使用開度に“A2:追加使用開度”を追加して拡大する。 

 

 

 

 

目的：夕方の保温カーテン閉に合わせて天窓を閉め、保温効果を高める。 

条件：“A12:保温カーテン閉連動”が“ｽﾙ”のとき、保温カーテンの夕方閉条件 

が成立する。 

動作：条件成立で天窓を全閉する。 

条件が不成立になれば解除する。 

 

 

 

 

目的：巻き上げフィルムの粘着を防止する。 

条件：“A7:粘着防止監視動作”が“ｽﾙ”のとき、30分同じ位置で止まっている。 

動作：天窓を 1段下げその後、動作前の開度に戻る。 

 

保温カーテン閉連動 

使用開度拡大 

粘着防止制御 

風向の判定 

←右 
 

左→ 
 

20° 
 

340° 
 

200° 

 

160° 

 180° 

 

0° 
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 10  換気制御 

 

 

 

目的：天窓が表示の開度と実際の開度でずれるのを防止するため。 

条件：“A5:定時リセット”が“ｽﾙ”のとき、正時になる。 

（室温が“A11:位置出し許可温度”以下で、換気の設定温度＋0.2℃以下の場合に、 

全開になっていないときに行う。） 

動作：リセット動作を行う。 ※ 

（偶数が左、奇数が右、例 10:00左 、 11:00右） 

 

 

 

 

目的：スカシ位置が実際の開度とずれて閉状態になると温湿度が上がってしまうため、 

スカシ開度設定と実際の開度のずれるのを防止する。 

条件：“A6:回数リセット”が“ｽﾙ”のとき、下げ方向の動作が 10 回に達した後に 

スカシ位置に向かって動作する 

動作：リセット動作を行う。 ※ 

 

 

 

 

目的：手動開閉操作を行った後など、開度表示と実際の開度がずれたときに 

開度を合わせる。 

条件：ハウス番号選択後、 を押す。 

動作：指定したハウスの天窓をリセット動作する。 

ただし、選択したハウスの天窓が動作中の場合はリセット動作しません。 

 

 

 

※ リセット動作 

   （S3:天窓全閉全開時間 ＋ 10秒）閉動作を行い、その後目標開度まで 

開動作を行います。 

位置ずれ防止 

手動位置ずれリセット 

スカシ位置ずれ防止 
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 10  換気制御 

 

 

 

 
優先

順位 
項目 条件 処理 備考 

1 暴風 

風向風速計なし:ボタンを押して 

「暴風」が確定した 

風向風速計あり:風速が“B4:暴風

風速”以上になった 

全閉 暴風ランプが点滅 

2 高温 最大換気温度＋全開温度を超えた 全開  

2 

降雨時に、室温が高温 

降雨時、 

最大換気温度＋全開温度を超えた

“C4:雨と高温”が温度優先 

全開  

3 

降雨時、 

最大換気温度＋全開温度を超えた

“C4:雨と高温”が雨優先） 

全閉  

3 降雨時 雨検知 全閉 

雨判定は”C8:雨ｾﾝｻ

判定時間”後 

復帰は、“C1:雨復帰

遅延時間”後 

4 
温度が低い 

または、日射が低い 

温度がスカシ温度-0.5℃以下かつ

日射がスカシ日射設定の 10％以

下（最大 50w／m2） 

全閉 

スカシ対象温度（A9）

で選択した温度 

スカシ日射条件（A1） 

（日射センサ有り時） 

5 リセット動作（リセット） 「天窓閉」ボタンを押す。 
一時的

に全閉 
 

6 

温度が良好範囲 

温度が良好範囲より上のとき 開 上限開度以内で制限 

7 温度が良好範囲より下のとき 閉 
上限開度～スカシ開

度 で制限 

 

天窓の動作優先順位 
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7）ﾏﾄﾞ ﾘﾕｳﾋｮｳｼﾞ の表示パターン 

モニタの表示 制御状態 

ｱﾒ ﾍｲ 雨による全閉 

ｾﾞﾝｶｲｵﾝﾄﾞ 全開温度以上による全開 

ｼﾂｵﾝﾃｲ 室温低による全閉（「スカシ温度－0.5℃」以下） 

ｼﾂｵﾝ ﾆｯｼｬ ﾃｲ 室温低または低日射による全閉 

（「スカシ温度－0.5℃」以下） 

ｽｶｼ スカシで待機中 

（換気の設定温度−10℃未満でスカシ温度以上） 

ﾎﾞｳﾌｳ 暴風による全閉 

ﾍｲｾｲｷﾞｮ 温度による制御中（閉方向） 

ｶｲｾｲｷﾞｮ 温度による制御中（開方向） 

ﾘｮｳｺｳ 良好範囲で待機中 

ﾋﾀﾞﾘﾘｾｯﾄ 左リセット制御中 

ﾐｷﾞﾘｾｯﾄ 右リセット制御中 

ﾎﾚｲﾍｲ 保冷閉 

 

棟、系統、左右の識別は、下記の通り。 

 

  例 ハウス 2棟 2系統の場合       ハウス 1棟 4系統の場合 

   １–１Ｌ               ４Ｌ 

       左（Ｌ）／右（Ｒ）        左（Ｌ）／右（Ｒ） 

       系統               ハウス番号または系統 

       ハウス 

 

換気制御状態 
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 11  暖房制御 

 

ハウス毎に暖房の 6ステップの時刻、温度を設定し日射量などで補正した設定温度 

を目指し暖房器を制御します。 

“D4:設定変化”により、ステップ間の設定温度の変化が階段式か傾斜式か 

選択できます。 

 

 

“D4:設定変化”が“ｹｲｼｬ”の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   “D4:設定変化”が“ｶｲﾀﾞﾝ”の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⓪点は、明け方の昇温開始時刻です。“D2:明け方昇温率”で自動算出します。 

   ただし、昇温開始時刻が午前 1時より前になる場合は、午前 1 時を昇温開始時刻 

とします。 

 

⓪ 

① 

② 
③ 

④ ⑤ 

⑥ 

設

定

温

度

℃ 

0時 0時 時刻 

暖房の設定温度 

⓪ 

① 

② ③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

設

定

温

度

℃ 

0時 0時 時刻 

暖房の設定温度 
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 11  暖房制御 

 

 

 

概要：温風暖房機や温湯暖房機を主として使用する場合の制御方法になります。 

   （“S14:ヒートポンプ”で”ﾀﾞﾝﾎﾞｳ”を選択していない場合の制御） 

動作：室温が暖房設定温度以下になると暖房機が ON、暖房設定温度 ＋“D1：暖房感度” 

   以上になると OFFします。 

設定：暖房は、最大 4出力まで設定することができます。 

   “D3:温度平均”が”ｽﾙ”の場合は、使用している温度センサの温度を平均して 

   使用します。 

備考：対応する温度センサが接続されていない場合、 

   接続している温度センサのうち番号の小さい温度センサを使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用する暖房機の番号とセンサの番号は、１対１ですが、 

２棟２系統の場合は、下記の割り付けとなります。 

 

ｾﾝｻ   

1 
ｾﾝｻ

3 

ｾﾝｻ

2 
ｾﾝｻ

4 

D1 D2 D3 D4 

１棟 

H2 H4 H1 H3 

２棟 

加温器のみの場合（ＨＰを使用しない） 

暖房 
ON 

OFF 

暖房感度（D1:例 1.0℃） 
暖房設定温度 

室温 
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11  暖房制御 

 

 

 

概要：ヒートポンプを主暖房として使用し、能力が不足してきた際に、温風暖房機や 

   温湯暖房機を補助的に使用する制御方法。 

設定：“S14:HP”を“ﾀﾞﾝﾎﾞｳ”に設定することで使用します。 

“D3:温度平均”が”ｽﾙ”の場合は、使用している温度センサの温度を平均 

   して使用します。 

   “E3:HP使用開始時刻”と“E4:HP使用停止時刻”で、使用する時間帯を設定 

   します。 

HPは、最大 4 出力まで設定することができます。 

動作：①室温が暖房設定温度以下になるとヒートポンプを ONします。 

   ②室温が“E1：補助暖房温度差”以下になると暖房を ONします。 

   ③室温が“D1：暖房感度”以上になると暖房を OFFします。 

   ④室温が“E1：HP感度”以上になるとヒートポンプを OFF します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   補助暖房の運転後のオーバーシュートで、ヒートポンプを止めたくない場合は、 

   “E5:HP停止遅延時間”を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイブリッド運転の場合 

補助暖房 ON 

OFF 

ヒートポンプ ON 

OFF 

暖房感度（D1:例 0.5℃） 

HP感度（E2:例 0.5℃） 
暖房設定 

加温器 ON点 

補助暖房温度差（E1:例 2.0℃） 

④ ① ② ③ 室温 

補助暖房 ON 

OFF 

ヒートポンプ 
ON 

OFF 

暖房感度 

HP感度 
暖房設定 

加温器 ON点 

HP停止遅延時間（E5:例 20分） 

補助暖房温度差 

オーバーシュート 

室温 
① ② ③ ④ 
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 12  保温カーテン制御 

 

概要：朝夕、保温カーテンの開閉時に室温の変動を抑える制御です。 

 

 

 

設定：“F1:カーテン開け方”を“ﾀｲｷ“に設定することで使用します。 

動作：①保温カーテン制御開始時刻以降に室温が保温開温度以上になると 

カーテンを指定した開度分開けます。“F2:初期開度” 

②“F3:待機待ち時間”待機（保持）した後全開します。 

待機中に天窓開で待機終了したいときは、“F4:換気開時待機終了”を 

“ｽﾙ”してください。1系統目の天窓開で待機を終了し保温カーテンを 

全開します。 

③日中に室温が 保温開温度 －“F7：昼閉条件温度差”以下になると全閉します。 

再び、保温開温度以上になると全開します。 

 

※ 室温は、温度センサ 1の測定値を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ④③で待機時間後に室温が保温開温度未満に下がっていた場合は、待機（保持）を 

継続します。 

     再び上昇して保温開温度になれば全開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開動作（待機式） 

全閉 

全開 

②待機時間 

条件再成立 

①初期開度（F2） 

④継続 

全閉 

②待機時間（F3） 

①初期開度（F2） 

全開 

保温カーテン制御開始時刻 

① 

保温開温度 
昼閉条件温度差（F7） 

① 

室温 

③ 

昼閉温度差 
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 12  保温カーテン制御 

 

 

 

“F5：段階式全開時動作終了”が“ｼﾅｲ”の場合 

 

設定：“F1:カーテン開け方”を“ﾀﾞﾝｶｲ“に設定することで使用します。 

動作：①保温カーテン制御開始時刻以降に室温が設定温度になると 

“F2:初期開度”まで開きます。 

②室温が、保温開温度 ＋“F6：段階式全開温度差”の温度範囲の間は 

“F8:上限開度”になるまで段階的に開けます。 

③室内温度が開温度設定 ＋“F6:段階式全開温度差”以上になると全開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※“S7:保温カーテン”で”ｼｬｺｳﾎｵﾝ”を選択している場合は、遮光閉を最優先します。 

※ 室温は、温度センサ 1の測定値を使用します。 

 

全閉 

全開 

初期開度 

（F2） 

上限開度 

（F8） 

開動作（段階式） 

③ ② ① ② ③ 

保温開温度 

全開温度差 
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 12  保温カーテン制御 

 

“F5：段階式全開時動作終了”が“ｽﾙ”の場合 

 

設定：“F1:カーテン開け方”を“ﾀﾞﾝｶｲ“に設定することで使用します。 

動作：①～③までは前述と同じ動作をします。 

④全開後に温度が全開温度より下がっても保温カーテンを閉めません。 

⑤日中に室温が保温開温度 －“F7:昼閉条件温度差”以下になると全閉します。 

再び、保温開温度以上になると全開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

全閉 

全開 

初期開度 

（F2） 

上限開度 

（F8） 

保温開温度 

全開温度差 

昼閉条件温度差 

④ ⑤ ③ ① ② 
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 12  保温カーテン制御 

 

 

動作：①保温閉時刻以降に室温が保温閉温度以下または、外気温度が“F15:夕方閉外気温度” 

以下になると“F9:夕方保持開度”まで保温カーテンを閉めて“F10:夕方保持時間” 

待機します。 ※ 

②“F10:夕方保持時間”後、室温および外気温が保温閉温度以下であれば 

“F11:夜間スカシ開度”まで閉めます。 

②“F10:夕方保持時間”後、室温かつ外気温が保温閉温度を越えていれば 

保温閉温度以下まで待ち、再び“F10:夕方保持時間”開度を保持します。 

③“F10:夕方保持時間”経過後、保温カーテンを閉めます。ただし、 

“F11:夜間スカシ開度”が設定してあればその開度まで閉めてスカシをします。 

④室温が 保温閉温度 －“F12:夜間スカシ終了温度”以下になるか、 

外気温度が“F13:夜間スカシ終了外気温度”以下になると夜間スカシを中止し 

全閉します。（図 1） 

⑤室温が 保温閉温度 －“F12:夜間スカシ終了温度”＋ 0.5℃ 以上かつ外気温度が 

“F13:夜間スカシ終了外気温度”＋ 0.5℃ 以上になった場合は、再び夜間スカシ 

を行います。（図 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   図 2 

※ 外気象センサが無い場合、外気温度の判定はしません。 

閉動作（夕方） 

 

保温閉温度 

全閉 

夕方保持時間（F10） 

全開 

夜間スカシ開度（F11） 

③ 

② 

① 

④ 
夕方保持開度（F9） 

夜間スカシ終了温度（F12） 

保温閉温度 

夜間スカシ終了温度（F12） 

0.5℃ 

全閉 

夕方保持開度（F9） 

全開 

夜間スカシ開度（F11） 

夕方保持時間（F10） 

① 

② ② 

④ 

⑤ ③ 
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 12  保温カーテン制御 

 

 

目的：明け方に保温カーテンを閉めることで、暖房器による昇温をしやすくし、 

湿度を下げると同時に燃料費を抑えます。 

設定：“F14:朝昇温時閉”を“ｽﾙ”に設定する 

動作：暖房設定が昇温を開始したときに夜間スカシなどで保温カーテンが開いていても 

全閉します。（⓪点は P20、P28参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的：保温カーテン開度をリセットすることで、手動操作などで生じたズレを修正すること 

   ができます。 

操作： 、 を押すと、保温カーテン開度のリセットを行います。 

以下の表のように動作します。 

 

ボタン 動作 備考 

 
全開後、閉条件があれば全閉またはスカシまで移動 ※1 

 
全閉まで移動後、開条件があれば全開まで移動  

全閉まで移動後、開条件が無ければ全閉の状態を保持 

または、スカシまで開く 

※1 

  ※1 夜間スカシ、除湿開度が有効のとき、全閉後夜間スカシ開度まで開きます。 

 

 

 

“S7:保温カーテン”が“ｼｬｺｳ”または“ｼｬｺｳﾎｵﾝ”の場合は、 

遮光カーテンと同様の制御を保温カーテンで行います。 

遮光制御開始時刻～遮光制御終了時刻の間のみ遮光動作を行い、 

それ以外の時間は保温カーテンとしての動作を行います。 

 

  ※“S17:日射センサ”“ｱﾘ”が必要です。 

朝昇温時閉動作 

手動位置出し 

遮光動作 

全閉 

暖房設定温度 
⓪ 

① 

開 
保温カーテン 
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 13  遮光カーテン制御 

 

 

 

概要：日射量に応じて遮光カーテンを開閉し作物にあたる日光を調節する制御です。 

動作：遮光制御開始時刻～遮光制御終了時刻の間、遮光制御を行います。 

①10分間の移動平均日射量が閉条件日射量以上であれば、遮光カーテンを 

“F16:遮光スカシ開度”で設定している開度まで閉めます。 

②10分間の移動平均日射量が開条件日射量以下になれば、遮光カーテンを開けます。 

③遮光制御終了時刻を過ぎたときに、遮光カーテンが閉まっていれば遮光カーテンを 

開きます。 

※“S17:日射センサ”“ｱﾘ”が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※日射センサがない場合は、遮光制御開始時刻～遮光制御終了時刻の間は 

閉動作します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉条件日射量 
800W／m2 

開条件日射量 
500W／m2 

遮光閉 

遮光開 

遮光制御終了時刻 

15:00 
遮光制御開始時刻 

10:00 

① 

② ③ 

移動平均日射量 

① 

遮光動作 

遮光閉 

遮光開 

遮光制御終了時刻 

15:00 

遮光制御開始時刻 

10:00 
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 13  遮光カーテン制御 

 

 

 

概要：遮光カーテンを使用して保温カーテン制御を行うときの動作です。 

設定：S10:遮光カーテン動作で“ﾎｵﾝ”または”ｼｬｺｳﾎｵﾝ”に設定することで使用します。 

動作：①朝、“F17:遮光層保温開時刻”以降に室温(※1)が“F19:遮光層保温開温度”以上 

になったら全開します。 

②夕方、“F18:遮光層保温閉時刻”以降に室温（26.3.9の表と同じ）が 

“F20:遮光層保温閉温度”以下になったら全閉します。 

ただし、“F22:遮光層夜間スカシ開度”を設定していれば、その開度でスカシを 

行います。 

また夕方“F18:遮光層保温閉時刻”以降で外気温度が“F21:遮光層保温閉外気温度” 

以下になった場合も閉動作を行います。 

③室温が 遮光層保温閉温度 －“F12:夜間スカシ終了温度”以下になるか、 

外気温度が“F13:夜間スカシ終了外気温度”以下になると夜間スカシを終え 

全閉します。 

（どちらも全閉からの復帰に対し、0.5℃の感度幅を持ちます。） 

 

 

 

 

保温動作 

遮光層保温開

温度 14.0℃ 

遮光層保温閉

温度 15.0℃ 

遮光閉 

遮光開 

F17:遮光層保温開時間 

6:00 

F18:遮光層保温閉時間 

18:00 
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 14  冷却制御 

 

 

 

概要：ヒートポンプを冷却で使用するときの制御です。 

設定:“S14:HP”を“ﾚｲﾎﾞｳ”に設定することで使用します。 

制御を行う時間帯を、“H2:開始時刻”～“H3:終了時刻”で設定します。 

   目標温度を“H1:冷却設定温度”で設定します。（感度は 1.0℃固定） 

動作：“H2:開始時刻”～“H3:終了時刻”の期間中に温度が“H1:冷却設定温度”以上に 

なったらヒートポンプを ONします。 

温度が“H1:冷却設定温度”－1.0℃になったらヒートポンプを OFFします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  “D3:温度平均”で“ｽﾙ”を選択している場合、暖房制御と同様に各ヒートポンプは 

平均した温度で制御します。 

 

  使用する HPの番号とセンサの番号は１対１ですが、 

  ２棟２系統の場合は下記の割り付けとなります。 

 

 

 

ｾﾝｻ   

1 
ｾﾝｻ

3 

ｾﾝｻ

2 
ｾﾝｻ

4 

D1 D2 D3 D4 

１棟 

H2 H4 H1 H3 

２棟 

ヒートポンプ出力 
ON 

OFF 

感度（1.0℃） 
冷却設定温度（H1） 

開始時刻（H2） 終了時刻（H3） 

冷却制御 
ON 

OFF 

冷房動作 
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 15  保冷制御 

 

 

 

概要：冷却制御をする場合、保冷制御もすることができます。 

設定：“H4:保冷動作”を“ｽﾙ”に設定して使用します。 

動作：保温カーテン制御に加えて“H2:開始時刻”から“H3:終了時刻”までの間、天窓、 

カーテンを閉めて冷気を逃がさないようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保冷動作 

ヒートポンプ出力 
ON 

OFF 

感度(1.0℃) 
冷却設定温度 

天窓閉期間 
ON 

OFF 

H2:開始時刻 H3:終了時刻 

冷却制御 
ON 

OFF 

保温カーテン 

閉期間 

ON 

OFF 
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 16  除湿制御 

 

 

暖房、保温カーテン、天窓、送風機を使用して除湿を行います。 

を押すと時刻を問わず即座に除湿動作を行います。 

もう一度押すことで除湿運転を終了します。 

を押すと“J9:予約開始時刻”～“J10:予約終了時刻”の範囲内の時刻に、 

除湿動作を行います。 

強制と予約の両方を ONにすると予約終了時刻になったとき、除湿動作を終了し 

強制が OFFになります。 

 

 

 

予約の使用場面例 

夕方帰るころ天気が良い 

選択 

予約を入りにする 

理由 

転流目的で温度を下げたくない

ので、除湿開始を遅らせたい 

 

 

予約と強制の使用場面例 

夕方帰るころ曇雨天 

選択 

予約が入りだが、強制も入り 

にする 

理由 

予約まで待てないので、先行 

して除湿開始したい。 

 

 

強制の使用場面例 

昼に除湿したい 

選択 

強制を入りにする 

理由 

湿度を下げるため、すぐに除湿

開始したい。 

除湿の選択 

予約、強制のタイミングチャート 

予約開始時刻 予約終了時刻 

強制ランプ 

予約ランプ 

除湿動作 

予約 

↓ 

予約のみ 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

予約開始時刻 予約終了時刻 

強制ランプ 

予約ランプ 

除湿動作 

強制 

↓ 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

予約 

↓ 
予約と強制両方 

予約開始時刻 予約終了時刻 

強制ランプ 

予約ランプ 

除湿動作 

強制 

↓ 

強制 

↓ 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

強制のみ 
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 16  除湿制御 

 

 

 

除湿は、J15:見直し時間（15～60分、分解能 15分）の中で下記の①～③の 

手順を実行します。 

途中で室温が補正前の暖房設定より 1.5℃以上低くなったらそのサイクルの 

天窓、カーテンの除湿は中止します。 

ただし、次のサイクルから処理を再開します。 

 

 ①“J2:暖房時間”の間、暖房設定値に“J1:暖房加算温度”を加算します。 

  ただし、“J13:暖房機器”が”ｿｳﾌｳｷ”の時は加算しません。 

  ②暖房開始から“J3:保温開待ち時間”経過後、保温カーテンを“J5:保温開度”まで 

開け“J4:保温開時間”の間、保温開度を保ちます。 

（保温終了時刻～保温開始時刻までの間の時のみ） 

③保温カーテンを閉めた後、 

   室温（※１）と外気温度の差が J8:内外温度差”以内であれば、 

  天窓も“J7:天窓開時間”除湿開度“J6:天窓開度”まで開けます。 

  室温（※１）と外気温度の差が“J8:内外温度差”を越えれば、 

  外被覆の内側に露が付き、樋に流れると想定し開けません。 

 ④外気温度が除湿禁止温度“J11:除湿禁止外気温度”以下の時は、除湿運転を 

  しません。（過乾燥によるウドンコ病抑制） 

 ⑤湿度センサ（※２、※３）がある時、飽差が“J12:目標飽差”以上になれば 

  除湿運転を中断します。 

⑥“J13:暖房機器”で”ｿｳﾌｳｷ”、”ﾀﾞﾝﾎﾞｳｷ&ｿｳﾌｳｷ”が選択している時は、 

 “J2:暖房時間”の間、拡張出力または拡張ユニットで送風機が選択していれば 

送風機出力を ONします。 

 

 

※ J2、J3、J4、J7の組み合わせが、J15 の見直し時間以内に納まる様に 

設定して下さい。 

超過している場合は、見直し時間で終了します。 

 

 ※１ 各棟の一番若い番号のセンサで判断。  

 ※２ 湿度センサがない棟は、飽差値 0.0g/m3と見なし除湿を行います。 

 ※３ 湿度センサ(パラメータ S18)の補足を参照  

 

除湿運転 
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 16  除湿制御 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・保温カーテンは保温終了時刻～保温開始時刻までを対象とします。 

  ・天窓は、低温低日射による閉を優先します。（低温の設定が 7.0℃なら 7.5℃以上） 

 

 

※ 送風機番号は、棟番号に対応します。 

 

 

 

 

   間接除湿で天窓を開ける条件より下記 2 つの閉める条件が優先です。 

   ①通常は、スカシ温度（室温ｏｒ外気温）－0.5℃以下 かつ 

    日射が“A1:スカシ日射条件”設定より 10％(最大 50W/m2)以下で全閉。 

   ②“A12:保温カーテン閉連動”が“ｽﾙ”の場合、保温カーテンの 

夕方閉条件が成立すると全閉。 

 

   ただし“J14:天窓開処理”で“ｽﾙ(ﾃｲｵﾝｽｶｼ)”を選択している場合は、 

   間接除湿で天窓を開けます。 

また、J14:天窓開処理”で“ｽﾙ(ﾃｲｵﾝｽｶｼ)”を選択している場合は、 

水切れ注意の警報が出ても除湿制御を中断しません。 

 

加温 

 

0    10    20    30    40     50    60 分 

ON 

 OFF 

 

天窓 

 

 

保温カーテン 

 

保温開待ち時間 

0％ 

 

例：指定時間５％開ける 

内外温度差が設定以上なら開け
ません。 
温度が暖房設定より 1.5℃下がっ
たら中止します。 

0％ 

  

温度が暖房設定より 1.5℃
下がったら中止します。 

設定温度＋加算温度で制御 

  

J5:保温開度 

 

暖房時間 

除湿時の天窓処理 
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 17  日射加算制御 

 

 

日射加算制御とは、日射または積算日射に応じて設定をプラス補正する機能です。 

“S24:日射加算”を“ｽﾙ”に設定し、“K1:加算温度”を設定すると日射加算を行い 

転流促進させます。 ※日射センサが必要です。 

 

 

    日射による加算値（式 1）と積算日射による加算値（式 2）のどちらか値が 

大きい方を指定した温度設定に加算します。（※1） 

加算値は、“K1：加算温度”で制限します。 

    夕方に“K6:補正開始時刻”～“K7:補正終了時刻”を設定すると積算日射による 

    EOD加温（※2）が可能です。 

    式 1（日射による加算） 

“K6:補正開始時刻”～“K7:補正終了時刻”の間、日射量（※3）が 

晴日射を越えると 

     日射による加算値＝K1:加算温度 ×（日射量 － K2:晴判定日射量） 

／（K3:晴天判定日射量 － K2:晴判定日射量） 

を求めます。 

式 2（積算日射による加算） 

     “K6:補正開始時刻”～“K7:補正終了時刻”の間、積算日射量（※4）が 

     晴判定積算日射量を超えると 

     積算日射による加算値＝K1:加算温度 ×（積算日射量 － K4:晴判定積算日射量） 

／（K5:晴天判定積算日射量－K4:晴判定積算日射量） 

     を求めます。 

※1 暖房／換気／スカシに対して、それぞれ加算するか否か選択可能（K8～K10）です。 

※2 EODは、“End of Day”の略で、日没後に加温する生育調整方法です。 

※3 日射量は、10 分間の移動平均日射です。 

※4 積算日射は、朝からの積算日射です。 

 

   例）日射量による補正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日射加算制御の設定 

転流促進制御 

時刻 

設
定
温
度
℃ 

日
射
量
ｗ
／
ｍ
２ 

晴日射量（K2） 

 

晴天日射量（K3） 

補正終了時刻（K7) 

 

 

補正開始時刻（K6） 

 

加算温度（K1） 
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 18  故障・異常発生時の処置方法 

 
 

 

 

 

 

 

修理を依頼する前に、下記の内容を一度確認してください。 

原因が分からないときや、故障を確認したときは、必ずお買い上げの販売店に 

お問い合わせください。 

 

 

 
 

状況 原因 処置方法 

表示しない 電源が入っていない 

元電源を入れてください 

盤内の電源スイッチ｜／○が｜側になってい

る 

ことを確認してください。 

 

 

異常（異音・異臭）を感じたときは使用を中止し、お買い上げの 

販売店に連絡してください。 

異常のまま使用すると感電や火災の恐れがあります。 
注意 

１８－１ 故障診断（状況から調べる） 
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18  故障・異常発生時の処置方法 

 

 

 

エラーが発生すると時刻表示に、時刻と“Ｅｒｒ”を交互に表示し 

ブザーが鳴ります。 

また、モニタ“13） アラーム”にエラー内容を表示します。 

複数のエラーが発生している場合、3秒ごとに切り替えて表示します。 

ブザーは、いずれかのボタンを押すと停止します。（運転に影響のないボタン 

を選んで押します。） 

 

表示 項目 内容 

E0 メモリの異常 不揮発メモリの異常 

ﾄｹｲｶｸﾆﾝ 時計再設定 バックアップ電池放電 

ｷｼｮｳｿｸﾃｲｷ 気象測器通信異常 “S16:気象測器”がｱﾘの時、気象測器との通信が途絶える 

ﾆｯｼｬｾﾝｻ 日射センサ通信異常 
“S17:日射センサ“がｱﾘの時、日射センサとの通信が 

途絶える 

ｼﾂﾄﾞｾﾝｻ 温湿度通信異常 
“S18:湿度センサ”がﾎｳｻﾐﾆまたは、ﾎｳｻﾌﾟﾗｽの時、 

飽差ミニまたは、飽差プラスとの通信が途絶える 

ｵﾝﾄﾞｾﾝｻｺｳｶﾝ 
温度センサ異常 

(代替センサなし) 

温度センサによる測定値が、-15.0～95.0℃の範囲外で 

バックアップできるセンサが無い 

ｲｽﾞﾚｶｵﾝﾄﾞｾﾝｻ 
温度センサ異常 

(代替センサ動作中) 

温度センサによる測定値が、-15.0～95.0℃の範囲外だが 

バックアップできるセンサが有る 

CO2 ﾅﾋﾞ CO2ナビ通信異常 
“S20:CO2センサ”を CO2 ﾅﾋﾞに選択時、ＣＯ２ナビとの通信

が途絶える 

CO2 ﾅﾋﾞｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ 
CO2 ナビアドバンス 

通信異常 

“S20”を CO2 ﾅﾋﾞｱﾄﾞﾊﾞﾝに選択時、ＣＯ２ナビアドバンスと

の通信が途絶える 

ﾎｳｻﾐﾆ 飽差ミニ通信異常 “S18”をﾎｳｻﾐﾆに選択時、飽差ミニとの通信が途絶える 

ﾎｳｻﾌﾟﾗｽ 飽差＋通信異常 “S18”をﾎｳｻﾌﾟﾗｽに選択時、飽差プラスとの通信が途絶える 

ﾐｽﾞｶｸﾆﾝ 水切れ 湿度が 97％以上の状態が 10分継続 

 

１８－２ エラー表示による診断 
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18  故障・異常発生時の処置方法 

 

 

 

 

表示 項目 確認・対処 備考 

E0 メモリ異常 
電源を入れ直す 

再発する場合は、修理依頼 
 

ﾄｹｲｶｸﾆﾝ 時計再設定 ｶﾚﾝﾀﾞを再設定してください。  

ｷｼｮｳｿｸﾃｲｷ 気象測器通信異常 
コネクタの抜けおよび“S16”の

確認 

異常発生中は、ボタンによる

風向・風速の設定が有効にな

り、外気温度条件による判定

を除外します 

ﾆｯｼｬｾﾝｻ 日射センサ通信異常 
配線、端子の緩みおよび“S17

“の確認 

異常発生中は、日射条件によ

る判定を除外します 

ｼﾂﾄﾞｾﾝｻ 温湿度通信異常 

接続機器の電源確認 

配線、端子の緩みおよび“S18”

の確認 

異常発生中は、飽差条件によ

る判定を除外します 

ｵﾝﾄﾞｾﾝｻｺｳｶﾝ 
温度センサ異常 

(代替センサなし) 

接続確認 

温度センサの断線がないか確認 

制御を中止し、出力 OFFしま

す。 

ｲｽﾞﾚｶｵﾝﾄﾞｾﾝｻ 
温度センサ異常 

(代替センサ動作中) 

接続確認 

温度センサの断線がないか確認 

自動的に代替センサに切り替

えて制御します。 

次ページ参照 

CO2 ﾅﾋﾞ CO2ナビ通信異常 

接続機器の電源確認 

配線、端子の緩みおよび“S20”

の確認 

 

CO2 ﾅﾋﾞｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ 
CO2ナビアドバンス 

通信異常 

接続機器の電源確認 

配線、端子の緩みおよび“S20”

の確認 

 

ﾎｳｻﾐﾆ 飽差ミニ通信異常 

接続機器の電源確認 

配線、端子の緩みおよび“S18”

の確認 

 

ﾎｳｻﾌﾟﾗｽ 飽差＋通信異常 

接続機器の電源確認 

配線、端子の緩みおよび“S18”

の確認 

 

ﾐｽﾞｶｸﾆﾝ 水切れ 

水入れタンクに水の補給をする 

ガーゼが付いているか、 

湿球センサの先端部がガーゼで

覆われているか確認 

 

※対処しても復旧しない場合は、代理店・販売店にお問い合わせ下さい。 
 

１８－３ 確認と対処 
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18  故障・異常発生時の処置方法 

 

 

 

同じハウス内に複数のセンサがあり、いずれかのセンサに異常が発生した場合、 

他のセンサの値で代替します。 

代替センサもすべて異常の場合は、そのハウスの開閉出力をすべて OFFにします。 

代替センサは、使用可能なセンサのうち最も若い番号のセンサを使用します。 

 

 

 

 

 

落雷が想定される場合には、元電源を切ってください。 

 

１８－５ 雷が発生したときの処置方法 

１８－４ 温度センサ異常時の代替センサ 
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 19  パラメータ 

 

 

① を押すと、モニタに詳細設定画面を表示します。 

② かツマミでパラメータのメニューを選択します。 

③ を押すと内容の選択に移ります。 

④ かツマミで内容を選択し、 、 で値を変更します。 

⑤ を押すと、パラメータのメニュー選択に戻ります。 

⑥ を押すと設定を終了します。 

30秒操作がない場合も設定を終了します。 

 

 

 

表示 

番号 

名前 

（表示） 
初期値 範囲 分解能 備考 

A1 
スカシ日射条件 

（ｽｶｼ ﾆｯｼｬ） 
150 0～1500 10W/m2 

日射が設定より高いとスカ

シをする 

P22[天窓の開度と位置]、 

[天窓のスカシ条件]参照 

A2 
追加使用開度 

（ﾂｲｶ ｼﾖｳ ｶｲﾄﾞ） 
0 0～100 5％ 

室温が 

換気温度設定＋3℃以上 

になると使用開度を増やす 

P22[天窓の開度と位置]、 

P24[使用開度拡大]参照 

A3 
全開温度差 

（ｾﾞﾝｶｲ ｵﾝﾄﾞｻ） 
10.0 0.5～20.0 0.5℃ 

1日の換気温度設定の最大値

に加算して判定 

P21[高温の時の動作]、 

P22[天窓の開度と位置]参照 

A4 
換気動作スピード 

（ｶﾝｷ ｽﾋﾟｰﾄﾞ） 
ﾔﾔｵｿｲ 

ｵｿｲ／ﾔﾔｵｿｲ 

／ﾌﾂｳ／ﾔﾔﾊﾔｲ 

／ﾊﾔｲ 

／ﾕｰｻﾞｰｾｯﾃｲ 

‐ P21[動作スピード]参照 

A5 
定時リセット 

（ﾃｲｼﾞ ﾘｾｯﾄ） 
ｽﾙ ｼﾅｲ／ｽﾙ ‐ P25[位置ずれ防止]参照 

A6 
回数リセット 

（ｶｲｽｳ ﾘｾｯﾄ） 
ｽﾙ ｼﾅｲ／ｽﾙ ‐ 

P25[スカシ位置ずれ防止]参

照 

A7 
粘着防止監視動作 

（ﾈﾝﾁｬｸﾎ゙ ｳｼﾄ゙ ｳｻ） 
ｼﾅｲ ｼﾅｲ／ｽﾙ ‐ P24[粘着防止制御]参照 

A8 
換気温度平均 

（ｶﾝｷｵﾝﾄﾞ ﾍｲｷﾝ） 
ｼﾅｲ ｼﾅｲ／ｽﾙ ‐ 

同じ棟に複数温度センサが

ある場合、平均化した温度で

換気制御をするか否か 

１９－１ 天窓関係（A:ｶﾝｷ） 

パラメータ設定 
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 19  パラメータ 

 
表示 

番号 

名前 

（表示） 
初期値 範囲 分解能 備考 

A9 
スカシ対象温度 

（ｽｶｼﾀｲｼｮｳ ｵﾝﾄﾞ） 
ｼﾂﾅｲ ｼﾂｵﾝ／ｶﾞｲｷｵﾝ ‐ 

S16がｱﾘ（ﾉｰﾏﾙ）かｱﾘ（ｷﾞｬｸ

ﾃﾝ）のときに表示 

P22[天窓のスカシ条件]参照 

A10 
設定変化 

（ｾｯﾃｲ ﾍﾝｶ） 
ｹｲｼｬ ｶｲﾀﾞﾝ／ｹｲｼｬ ‐ 

階段／傾斜から選択 

P20[換気およびスカシ温度

の設定]参照 

A11 
リセット許可温度 

（ｲﾁﾀﾞｼｷｮｶｵﾝﾄﾞ） 
23.0 0.0～40.0 0.5℃ P25[位置ずれ防止]参照 

A12 
保温カーテン閉連動 

（ｶｰﾃﾝﾍｲ ﾚﾝﾄﾞｳ） 
ｼﾅｲ ｼﾅｲ／ｽﾙ ‐ 

S7 がﾎｵﾝまたはﾎｵﾝｼｬｺｳのと

きに表示 

P24[保温カーテン閉連動]、

P42[除湿時の天窓処理]参照 

A13 
比例帯 

（ﾕｰｻﾞｰ （P） ） 
10.0 0.1～99.9 0.1℃ 

A4 がﾕｰｻﾞｰｾｯﾃｲのとき表示 

P21[動作スピード]参照 

A14 
積分時間 

（ﾕｰｻﾞｰ （I） ） 
120 0～990 10秒 

A4 がﾕｰｻﾞｰｾｯﾃｲのとき表示 

P21[動作スピード]参照 

A15 
微分時間 

（ﾕｰｻﾞｰ （D） ） 
20 0～100 10秒 

A4 がﾕｰｻﾞｰｾｯﾃｲのとき表示 

P21[動作スピード]参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表示 

番号 

名前 

（表示） 
初期値 範囲 分解能 備考 

B1 
強風時上限開度 

（ｷｮｳﾌｳｼﾞ ｶｲﾄﾞ） 
20 0～100 5％ P23[強風、暴風の判定]参照 

B2 
強風時対象窓 

（ｷｮｳﾌｳｼﾞ ﾍｲ） 
ｶﾀﾔﾈ ｶﾀﾔﾈ／ﾘｮｳﾔﾈ ‐ P23[強風、暴風の判定]参照 

B3 
強風風速 

（ｷｮｳﾌｳ ﾌｳｿｸ） 
5.0 0.0～15.0 0.1m/s 

S16 がｱﾘのときに表示 

P23[強風、暴風の判定]参照 

B4 
暴風風速 

（ﾎﾞｳﾌｳ ﾌｳｿｸ） 
10.0 2.0～25.0 0.5m/s 

S16 がｱﾘのときに表示 

復帰は、風速＜B4-1m/s 

P23[強風、暴風の判定]参照 

B5 
風向風速判定時間 

（ﾊﾝﾃｲ ｼﾞｶﾝ） 
120 0～600 10秒 

S16 がｱﾘのときに表示 

P23[強風、暴風の判定]、 

P24[風向の判定]参照 

 

A3:ｶﾝｷｽﾋﾟｰﾄﾞ ｵｿｲ ﾔﾔｵｿｲ ﾌﾂｳ ﾔﾔﾊﾔｲ ﾊﾔｲ 

比例帯（℃） 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 

積分時間（秒） 300 200 100 50 25 

微分時間（秒） 30 30 30 30 30 

１９－２ 風条件（B:ｶｾﾞ） 
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表示 

番号 

名前 

（表示） 
初期値 範囲 分解能 備考 

C1 
雨復帰遅延時間 

（ﾌｯｷ ｼﾞｶﾝ） 
120 0～600 10秒 

P23[雨に対する天窓の対応]

参照 

C2 

雨時上限開度 

（風上、吹き込み側） 

（ﾌｷｺﾐ ｶｲﾄﾞ） 

0 0～100 5％ 
P23[雨に対する天窓の対応]

参照 

C3 
雨時上限開度（風下） 

（ｶｻﾞｼﾓ ｶｲﾄﾞ） 
0 0～100 5％ 

P23[雨に対する天窓の対応]

参照 

C4 
雨と高温 

（ｱﾒ／ｺｳｵﾝ ﾕｳｾﾝ） 
ｱﾒ ｱﾒ／ｺｳｵﾝ ‐ 

P23[雨に対する天窓の対応]

参照 

P26[天窓の動作優先順位] 

参照 

C5 
雨量計併用 

（ｳﾘｮｳｹｲ） 
ﾍｲﾖｳ ﾌｼﾖｳ／ﾍｲﾖｳ ‐ 

S16がｱﾘのときに表示 

P23[雨に対する天窓の対応]

参照 

C6 
雨センサヒーター 

（ｱﾒｾﾝｻ ﾋｰﾀ） 
ﾁｭｳ 

ｼﾞｬｸ／ﾁｭｳ 

／ｷｮｳ 
‐ 

S21でセンサの本数を正しく

設定する必要あり 

P23[雨に対する天窓の対応]

参照 

C7 
雨量計判定タイマ 

(ｳﾘｮｳｹｲﾊﾝﾃｲﾀｲﾏ) 
0 0～20 1分 

S16 がｱﾘのときに表示 

P23[雨に対する天窓の対応]

参照 

C8 
雨センサ判定タイマ 

(ｱﾒｾﾝｻ ﾊﾝﾃｲﾀｲﾏ) 
0 0～600 5秒 

P23[雨に対する天窓の対応]

参照 

C9 
巻き上げ １棟目 

(ﾏｷｱｹﾞ 1 ﾄｳﾒ) 

ｱﾒｼﾞ 

ｼﾒﾙ 

ｱﾒｼﾞ ｼﾒﾙ 

/ｱﾒｼﾞ ｼﾒﾅｲ 
- 

巻き上げ（全閉→０％） 

時間あり時表示 

P23[雨に対する天窓の対応]

参照 

C10 
巻き上げ ２棟目 

(ﾏｷｱｹﾞ 2 ﾄｳﾒ) 

ｱﾒｼﾞ 

ｼﾒﾙ 

ｱﾒｼﾞ ｼﾒﾙ 

/ｱﾒｼﾞ ｼﾒﾅｲ 
- 

巻き上げ（全閉→０％） 

時間ありで２棟以上時表示 

P23[雨に対する天窓の対応]

参照 

C11 
巻き上げ ３棟目 

(ﾏｷｱｹﾞ 3 ﾄｳﾒ) 

ｱﾒｼﾞ 

ｼﾒﾙ 

ｱﾒｼﾞ ｼﾒﾙ 

/ｱﾒｼﾞ ｼﾒﾅｲ 
- 

巻き上げ（全閉→０％） 

時間ありで３棟以上時表示 

P23[雨に対する天窓の対応]

参照 

C12 
巻き上げ ４棟目 

(ﾏｷｱｹﾞ 4 ﾄｳﾒ) 

ｱﾒｼﾞ 

ｼﾒﾙ 

ｱﾒｼﾞ ｼﾒﾙ 

/ｱﾒｼﾞ ｼﾒﾅｲ 
- 

巻き上げ（全閉→０％） 

時間ありで４棟時表示 

P23[雨に対する天窓の対応]

参照 

 

１９－３ 雨関係（C:ｱﾒ） 
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表示 

番号 

名前 

（表示） 
初期値 範囲 分解能 備考 

D1 
暖房感度 

（ｶﾝﾄﾞ） 
1.0 0.1～10.0 0.1℃ 

P29[加温器のみの場合

（ＨＰを使用しない）]、 

P30[ハイブリッド運転の

場合]参照 

D2 
明け方昇温率 

（ｱｹｶﾞﾀ ｼｮｳｵﾝﾘﾂ） 
1.0 0.5～10.0 0.5℃/h 

換気／スカシも共通 

P20[換気およびスカシ 

温度の設定]、 

P28[11 暖房制御]参照 

D3 
温度平均 

（ｵﾝﾄﾞﾍｲｷﾝ） 
ｼﾅｲ ｼﾅｲ／ｽﾙ ‐ 

小数点第 2位は切り捨て 

P29[加温器のみの場合

（ＨＰを使用しない）]、 

P30[ハイブリッド運転の 

場合]、 

P38[冷房動作]参照 

D4 
設定変化 

（ｾｯﾃｲ ﾍﾝｶ） 
ｹｲｼｬ ｶｲﾀﾞﾝ／ｹｲｼｬ ‐ 

階段／傾斜の選択 

P28[11 暖房制御]参照 

 

 

 

 

 

 

“S14:HP”が“ﾀﾞﾝﾎﾞｳ”の場合のみ表示します。 
表示 

番号 

名前 

（表示） 
初期値 範囲 分解能 備考 

E1 
補助暖房温度差 

（ﾎｼﾞｮ ON ｵﾝﾄﾞｻ） 
1.0 0.0～5.0 0.1℃ 

P30[ハイブリッド運転の

場合]参照 

E2 
HP感度 

（HP ｶﾝﾄﾞ） 
1.0 0.2～5.0 0.1℃ 

P30[ハイブリッド運転の

場合]参照 

E3 
HP使用開始時刻 

（ｼﾖｳｶｲｼｼﾞｺｸ） 
18:00 0:00～23:55 5分 

開始と停止を同じ時刻に

すると 24時間制御する 

P30[ハイブリッド運転の

場合]参照 
E4 

HP使用停止時刻 

（ｼﾖｳﾃｲｼｼﾞｺｸ） 
18:00 0:00～23:55 5分 

E5 
HP停止遅延時間 

（HP ﾃｲｼﾁｴﾝ） 
0 0～60 1分 

P30[ハイブリッド運転の

場合]参照 

※ヒートポンプ（HP）自体が暖房であることを確認してください。（S14） 

 

１９－５ ハイブリッド暖房関係（E:ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ） 

１９－４ 暖房関係（D:ﾀﾞﾝﾎﾞｳ） 
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“S7:保温カーテン”が“ﾅｼ”で“S10:遮光カーテン”が“ﾅｼ”の場合は表示しない。 

パラメータを変更後、モニタの開度と実際の開度が一致していない場合は、 

リセット操作を行ってください。 
表示

番号 

名前 

（表示） 
初期値 範囲 分解能 備考 

F1 
保温カーテン開け方 

（ｶｰﾃﾝ ｱｹｶﾀ） 
ﾀｲｷ ﾀｲｷ／ﾀﾞﾝｶｲ - 

P31[開動作（待機式）]、 

P32、P33[開動作（段階式）]

参照 

F2 
初期開度 

（ｼｮｷｶｲﾄﾞ） 
20 0～100 2% 

P31[開動作（待機式）]、 

P32、P33[開動作（段階式）]

参照 

F3 
待機式待ち時間 

（ﾀｲｷｼﾞｶﾝ） 
20 0～300 1分 

F1 がﾀｲｷのときに表示 

P31[開動作（待機式）]参照 

F4 
天窓開時待機終了 

（ｶﾝｷｶｲｼﾞﾀｲｷ End） 
ｼﾅｲ ｼﾅｲ／ｽﾙ - 

F1 がﾀｲｷのときに表示 

P31[開動作（待機式）]参照 

F5 
段階式全開後動作継続 

（ﾀﾞﾝｶｲｾﾞﾝｶｲ End） 
ｽﾙ ｼﾅｲ／ｽﾙ - 

F1 がﾀﾞﾝｶｲのときに表示 

P32、P33[開動作（段階式）]

参照 

F6 
段階式全開温度差 

（ｾﾞﾝｶｲ ｵﾝﾄﾞｻ） 
3.0 1.0～40.0 0.1℃ 

F1 がﾀﾞﾝｶｲのときに表示 

P32[開動作（段階式）]参照 

F7 
昼閉条件温度差 

（ﾋﾙﾍｲ  ｵﾝﾄﾞｻ） 
-5.0 -10.0～-0.5 0.1℃ 

P32、P33[開動作（段階式）]

参照 

F8 
保温カーテン上限開度 

（ｼﾞｮｳｹﾞﾝ  ｶｲﾄﾞ） 
40 10～100 2% 

F1 がﾀﾞﾝｶｲのときに表示 

P32[開動作（段階式）]参照 

F9 
夕方保持開度 

（ﾕｳｶﾞﾀ    ｶｲﾄﾞ） 
0 0～100 2% P34[閉動作（夕方）]参照 

F10 
夕方保持時間 

（F9 ﾉﾎｼﾞ ｼﾞｶﾝ） 
20 0～120 1分 P34[閉動作（夕方）]参照 

F11 
夜間スカシ開度 

（ﾔｶﾝｽｶｼ  ｶｲﾄﾞ） 
0 0～100 2% P34[閉動作（夕方）]参照 

F12 

夜間スカシ終了温度 

（室温） 

（ｽｶｼ End ｼﾂｵﾝ） 

-5.0 -20.0～0.0 0.1℃ 
P34[閉動作（夕方）]、 

P37[保温動作]参照 

F13 

夜間スカシ終了外気温

度 

（ｽｶｼ End ｶﾞｲｷｵﾝ） 

10.0 0.0～35.0 0.1℃ 

S16がｱﾘのときに表示 

P34[閉動作（夕方）]、 

P37[保温動作]参照 

F14 
朝昇温時 閉 

（ ｱｻｼｮｳｵﾝｼﾞ ﾍｲ） 
ｼﾅｲ ｼﾅｲ／ｽﾙ - P35[朝昇温時閉動作]参照 

F15 
夕方閉外気温度 

（ﾕｳｶﾞﾀﾍｲ ｶﾞｲｷ） 
10.0 -10.0～35.0 0.1℃ 

S16がｱﾘのときに表示 

P34[閉動作（夕方）]参照 

１９－６ 保温遮光カーテン関係（F:ｶｰﾃﾝ） 
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表示

番号 

名前 

（表示） 
初期値 範囲 分解能 備考 

F16 
遮光スカシ開度 

（ｼｬｺｳ ｽｶｼｶｲﾄﾞ） 
20 0～100 2％ P36[遮光動作]参照 

F17 
遮光層保温開時間 

(ｼｬｺｳ ﾎｵﾝｼﾞｶｲ) 
6:00 0:00～11:55 5分 P37[保温動作]参照 

F18 
遮光層保温閉時間 

(ｼｬｺｳ ﾎｵﾝｼﾞﾍｲ) 
18:00 12:00～23:55 5分 P37[保温動作]参照 

F19 
遮光層保温開温度 

(ｼｬｺｳ ﾎｵﾝｼﾞｶｲ) 
15.0 0.0～50.0 0.1℃ P37[保温動作]参照 

F20 
遮光層保温閉温度 

(ｼｬｺｳ ﾎｵﾝｼﾞﾍｲ) 
15.0 0.0～50.0 0.1℃ P37[保温動作]参照 

F21 
遮光層保温閉外気温度 

(ｼｬｺｳ ﾎｵﾝｼﾞﾍｲ ｶﾞｲｷ) 
10.0 0.0～50.0 0.1℃ 

S16：風向風速計“ｱﾘ”

のとき有効 

P37[保温動作]参照 

F22 
遮光夜スカシ開度 

(ｼｬｺｳ ﾖﾙ ｽｶｼ) 
0 0～100 2％ 

遮光カーテンをﾎｵﾝ、ｼｬ

ｺｳﾎｵﾝで使用時に設定 

P37[保温動作]参照 
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時計合わせを行います。 

モニタ表示の上段には“ﾄｹｲｱﾜｾﾁｭｳ”、下段には現在設定している時刻を表示し、 

選択中の項目が点滅表示します。 

ボタンを押すまたは、ツマミを回して項目を選択します。 

、 ボタンを押すと、点滅している部分の値が増減します。 

か で変更を終了します。 

 

 

 

 

 

 

“S14:HP”が“ﾚｲﾎﾞｳ”が選ばれている場合に表示します。 
表示

番号 

名前 

（表示） 
初期値 範囲 分解能 備考 

H1 
冷却設定温度 

（ﾚｲｷｬｸ ｾｯﾃｲ） 
35.0 5.0～40.0 0.1℃ 

制御感度 1.0℃固定 

P38[冷房動作]参照 

H2 
開始時刻 

（ｶｲｼ ｼﾞｺｸ） 
18:00 0:00～23:55 5分 

H2と H3が同時刻なら 

1日中冷却制御を行う 

P38[冷房動作]、 

P39[保冷動作]参照 
H3 

終了時刻 

（ｼｭﾘｮｳ ｼﾞｺｸ） 
23:00 0:00～23:55 5分 

H4 
保冷動作 

（ﾎﾚｲ ﾄﾞｳｻ） 
ｼﾅｲ ｼﾅｲ／ｽﾙ - P39[保冷動作]参照 

 

１９－８ 冷却関係（H:ﾚｲｷｬｸ） 

１９－７ 時刻（G:ｶﾚﾝﾀﾞ） 
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表示

番号 

名前 

（表示） 
初期値 範囲 分解能 備考 

J1 
暖房加算温度 

（ﾀﾞﾝﾎﾞｳ ｶｻﾝｵﾝﾄﾞ） 
2.0 0.0～5.0 0.1℃ P41[除湿運転]参照 

J2 
暖房時間 

（ﾀﾞﾝﾎﾞｳ ｼﾞｶﾝ） 
10 0～30 1分 P41[除湿運転]参照 

J3 
保温開待ち時間 

(ﾎｵﾝｶｲ ﾏﾁｼﾞｶﾝ) 
10 0～30 1分 P41[除湿運転]参照 

J4 
保温開時間 

(ﾎｵﾝｶｲ ｼﾞｶﾝ) 
5 0～30 1分 P41[除湿運転]参照 

J5 
保温開度 

（ﾎｵﾝ ｶｲﾄﾞ） 
10 0～40 2％ P41[除湿運転]参照 

J6 
天窓開度 

（ﾃﾝﾏﾄﾞｶｲﾄﾞ） 
10 0～100 段数による 

S6 によって変化 

20 段の場合分解能 5% 

10 段の場合分解能 10% 

P41[除湿運転]参照 

J7 
天窓開時間 

（ﾃﾝﾏﾄﾞ ｼﾞｶﾝ） 
0 0～30 1分 

暖房設定より 1.5℃下がれば

中止します 

P41[除湿運転]参照 

J8 
内外温度差 

（ﾅｲｶﾞｲ ｵﾝﾄﾞｻ） 
5.0 0.0～30.0 0.1℃ 

S16がｱﾘのときに表示 

P41[除湿運転]参照 

J9 
予約開始時刻 

（ﾖﾔｸ ｶｲｼｼﾞｺｸ） 
20:00 0:00～23:55 5分 時間が同じだと予約は動作し

ない(強制は動作する) 

P40[除湿の選択]参照 J10 
予約終了時刻 

（ﾖﾔｸ ｼｭﾘｮｳｼﾞｺｸ） 
7:00 0:00～23:55 5分 

J11 
除湿禁止外気温度 

（ｼﾞｮｼﾂｷﾝｼｵﾝﾄﾞ） 
7.0 -50.0～50.0 0.1℃ 

S16がｱﾘのときに表示 

P41[除湿運転]参照 

J12 
目標飽差 

（ﾓｸﾋｮｳ ﾎｳｻ） 
1.0 0.0～10.0 0.1g/m3 

S18 がｶﾝｷﾅﾋﾞ、ﾎｳｻﾐﾆ、 

ﾎｳｻﾌﾟﾗｽ、ｶﾝｷﾅﾋﾞ 2 ｾｯﾄの 

いずれかのときに表示 

P41[除湿運転]参照 

J13 
暖房機器 

(ﾀﾞﾝﾎﾞｳ ｷｷ) 
ﾀﾞﾝﾎﾞｳ 

ﾀﾞﾝﾎﾞｳ/ｿｳﾌｳ/ 

ﾀﾞﾝﾎﾞｳ&ｿｳﾌｳ 
- P41[除湿運転]参照 

J14 
天窓開処理 

(ﾃﾝﾏﾄﾞｶｲﾕｳｾﾝ) 
ｼﾅｲ 

ｼﾅｲ/ 

ｽﾙ(ﾃｲｵﾝｽｶｼ) 
- 

スカシ温度-0.5℃以下でも 

除湿による開を行うかどうか 

P41[除湿運転]参照 

J15 
見直し時間 

(ﾐﾅｵｼ ｼﾞｶﾝ) 
60 15～60 15分 P41[除湿運転]参照 

 

１９－９ 除湿（J:ｼﾞｮｼﾂ） 
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“S17:日射センサ”が“ｱﾘ”の場合のみ表示します。 
表示

番号 

名前 

（表示） 
初期値 範囲 分解能 備考 

K1 
加算温度 

（ｶｻﾝ ｵﾝﾄﾞ） 
0.0 0.0～10.0 0.1℃ 

P43[日射加算制御の設定]、 

[転流促進制御]参照 

K2 
晴判定日射量 

（ﾊﾚ ﾆｯｼｬﾘｮｳ） 
500 0～1500 10w/m2 P43[転流促進制御]参照 

K3 
晴天判定日射量 

（ｾｲﾃﾝ ﾆｯｼｬﾘｮｳ） 
800 0～1500 10w/m2 P43[転流促進制御]参照 

K4 
晴判定積算日射量 

（ﾊﾚ ｾｷｻﾝﾆｯｼｬ） 
8.0 0.0～30.0 0.1MJ/m2 P43[転流促進制御]参照 

K5 
晴天判定積算日射量 

（ｾｲﾃﾝ ｾｷｻﾝﾆｯｼｬ） 
12.0 0.0～30.0 0.1MJ/m2 P43[転流促進制御]参照 

K6 
補正開始時刻 

（ﾎｾｲｶｲｼ ｼﾞｺｸ） 
15:00 0:00～23:55 5分 開始時刻時点の積算日射に

応じて加算する 

P43[転流促進制御]参照 K7 
補正終了時刻 

（ﾎｾｲｼｭﾘｮｳｼﾞｺｸ） 
18:00 0:00～23:55 5分 

K8 
換気加算 

（ｶﾝｷｶｻﾝ） 
ｼﾅｲ ｼﾅｲ／ｽﾙ - P43[転流促進制御]参照 

K9 
スカシ換気加算 

（ｽｶｼｶｻﾝ） 
ｼﾅｲ ｼﾅｲ／ｽﾙ - P43[転流促進制御]参照 

K10 
暖房加算 

（ﾀﾞﾝﾎﾞｳｶｻﾝ） 
ｼﾅｲ ｼﾅｲ／ｽﾙ - P43[転流促進制御]参照 

 

 

１９－１０ 日射加算（K:ﾆｯｼｬｶｻﾝ） 
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注意：システム設定を変更した場合は、必ず本体の電源及び拡張出力ユニットの電源を入れ

直してください。 

また、電源投入後、モニタの開度と実際の開度が一致していない場合は、 

リセット操作を行ってください。 

 
表示

番号 

名前 

（表示） 
初期値 範囲 分解能 備考 

S1 
設定保護 

（ｾｯﾃｲ ﾎｺﾞ） 
OFF OFF／ON - 

ONの場合、以降の設定に

進むことが出来ない 

S2 
最大ハウス数系統数 

（ｻｲﾀﾞｲ ﾄｳ-ｹｲﾄｳ） 
1-1 

1-1 

1-2 

1-3 

1-4 

2-1 

2-2 

3-1 

4-1 

- 
工事編 P30[初期設定の変

更手順]参照 

S3 
天窓全閉全開時間 

（ﾏﾄﾞ ﾍｲ -> ｶｲ） 
80 10～500 1秒 

P25[手動位置ずれﾘｾｯﾄ]、 

工事編 P32[9-1 天窓の開

閉時間]参照 

S4 
天窓全閉～0％時間 

（ﾏﾄﾞ ﾍｲ -> 0%） 
0 0～120 1秒 

工事編 P32[9-1 天窓の開

閉時間]参照 

S5 
天窓開閉時間比率 

（ﾏﾄﾞ ｶｲﾍｲ ﾋﾘﾂ） 
100.0 80.0～100.0 0.1% 

工事編 P32[9-1 天窓の開

閉時間]参照 

S6 
天窓段数 

（ﾏﾄﾞ ﾀﾞﾝｽｳ） 
20 10／20 10段  

S7 
保温カーテン 

（ﾎｵﾝｶｰﾃﾝ） 
ﾅｼ 

ﾅｼ／ﾎｵﾝ／ｼｬｺｳ 

／ｼｬｺｳﾎｵﾝ 
- 

P32[開動作（段階式）]、 

P35[遮光動作]参照 

S8 

保温カーテン全閉全

開時間 

（ﾎｵﾝ ﾍｲ -> ｶｲ） 

300 10～1200 1秒 

S7がﾅｼ以外のときに表示 

工事編 P34[10-1 保温ｶｰﾃ

ﾝの開閉時間／開閉比率

の設定]参照 

S9 
保温開閉時間比率 

（ﾎｵﾝ ｶｲﾍｲ ﾋﾘﾂ） 
100.0 80.0～100.0 0.1% 

S7がﾎｵﾝ、ｼｬｺｳ、ｼｬｺｳﾎｵﾝ

のときに表示 

工事編 P34[10-1 保温ｶｰﾃ

ﾝの開閉時間／開閉比率

の設定]参照 

S10 
遮光カーテン 

（ｼｬｺｳｶｰﾃﾝ） 
ﾅｼ 

ﾅｼ／ｼｬｺｳ／ﾎｵﾝ 

／ｼｬｺｳﾎｵﾝ 
- 

P37[保温動作]、 

工事編 P34[10-2 遮光ｶｰﾃ

ﾝの開閉時間／開閉比率

の設定]参照 

 

１９－１１ システム設定（S:ｼｽﾃﾑｾｯﾃｲ） 
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表示

番号 

名前 

（表示） 
初期値 範囲 分解能 備考 

S11 

遮光カーテン全閉全

開時間 

（ｼｬｺｳ ｶｲﾍｲｼﾞｶﾝ） 

300 10～1200 1秒 

S10 がｱﾘのときに表示 

工事編 P34[10-2 遮光ｶｰﾃﾝ

の開閉時間／開閉比率の設

定]参照 

S12 
遮光開閉時間比率 

（ｼｬｺｳ ｶｲﾍｲ ﾋﾘﾂ） 
100.0 80.0～100.0 0.1% 

S10 がｱﾘのときに表示 

工事編 P34[10-2 遮光ｶｰﾃﾝ

の開閉時間／開閉比率の設

定]参照 

S13 
盤設置向き 

（ﾊﾞﾝ ﾋﾀﾞﾘｶﾞﾜ） 

ﾊｳｽ  

ﾋﾀﾞﾘｶﾞﾜ 

ﾊｳｽ ﾋﾀﾞﾘｶﾞﾜ 

／ﾊｳｽ ﾐｷﾞｶﾞﾜ 
- 

左右の定義 

工事編 P35[11 本体とﾊｳｽの

向き設定]参照 

S14 
HP 

（ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ） 
ﾅｼ 

ﾅｼ／ﾀﾞﾝﾎﾞｳ 

／ﾚｲﾎﾞｳ 
- 

P29[加温器のみの場合(HP

を使用しない)]、 

P30[ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ運転の場合]、 

P37[冷房動作]、 

工事編 P36[12-1 ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ

の動作選択]参照 

S15 
拡張出力割り付け 

（ｼｭﾂﾘｮｸ ﾜﾘﾂｹ） 

A D1 D2 

Ho Hc 

A D1 D2 Ho Hc 

B H1 D1 Ho Hc 

C H1 H2 D1 D2 

D D1 D2 D3 D4 

E So Sc Ho Hc 

F D1 D2 1F 2F 

- 

H:ヒートポンプ 

D:暖房 

Ho:保温カーテン開 

Hc:保温カーテン閉 

So:遮光カーテン開 

Sc:遮光カーテン閉 

F :送風(1Fは 1棟目, 

2Fは 2棟目) 

工事編 P36[12-2 拡張出力

割り付け]参照 

S16 
風向風速計 

（ﾌｳｺｳﾌｳｿｸｹｲ） 
ﾅｼ 

ﾅｼ／ｱﾘ（ﾉｰﾏﾙ） 

／ｱﾘ（ｷﾞｬｸﾃﾝ） 
- 

取り付け方向が逆であった

場合、ｷﾞｬｸﾃﾝを選択 

P45、P46、工事編 P37[13-1 

風向風速計]参照 

S17 
日射センサ 

（ﾆｯｼｬｾﾝｻ） 
ﾅｼ ﾅｼ／ｱﾘ - 

P35、P36、P45、P46、 

工事編 P37[13-2 日射ｾﾝｻ]

参照 

S18 
湿度センサ 

（ｼﾂﾄﾞｾﾝｻ） 
ﾅｼ 

ﾅｼ／ｶﾝｷﾅﾋﾞ／ 

ﾎｳｻﾐﾆ／ﾎｳｻﾌﾟﾗｽ 

/ｶﾝｷﾅﾋﾞ 2 ｾｯﾄ 

- 

※１ 

※２ 

飽差プラス:通信選択(P75)

を“子機”で使用 

飽差ミニ:通信機能(Pr12)

を“スレーブ”で使用 

P19、P41、P45、P46、 

工事編 P37[13-3 湿度ｾﾝｻ]

参照 
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表示

番号 

名前 

（表示） 
初期値 範囲 分解能 備考 

S19 
水切れ警報 

(ﾐｽﾞｷﾞﾚ ｱﾗｰﾑ) 
ON OFF/ON - 水切れ警報を抑止 

S20 
CO2 センサ 

（CO2 ｾﾝｻ） 
ﾅｼ 

ﾅｼ／CO2 ﾅﾋﾞ／ 

CO2 ﾅﾋﾞｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ 

／ﾎｳｻﾌﾟﾗｽ 

- 

CO2ナビ:通信基板が必要 

CO2ナビアドバンス: 

通信方式(K8）を“コドモ”

で使用 

飽差プラス：通信選択(P75)

を“子機(２)”で使用 

P45、P46、工事編 P38 

[13-4 CO2 ｾﾝｻ]参照 

S21 
雨センサ本数 

（ｱﾒｾﾝｻ ﾎﾝｽｳ） 
1 1～2 1本 

雨センサは何本あるか 

工事編P38[13-5 2台目雨セ

ンサ]参照 

S22 
暖房 1系センサ選択 

（D1 ｾﾝｻ（1-3,4）） 
1 1～4 1 

1棟 3，4系統時のみ 

最寄りの温度センサで 

暖房 1を ON/OFFできる 

工事編 P38[13-6暖房を制

御するセンサの選択]参照 

S23 
暖房 2系センサ選択 

（D2 ｾﾝｻ（1-3,4）） 
2 1～4 1 

1棟 3，4系統時のみ 

最寄りの温度センサで 

暖房 2を ON/OFFできる 

工事編 P38[13-6暖房を制

御するセンサの選択]参照 

S24 
日射加算 

（ﾆｯｼｬｶｻﾝ） 
ｼﾅｲ ｼﾅｲ／ｽﾙ - 

日射加算制御を使用するか

否か 

P43[日射加算制御の設定]

参照 

S25 （ﾒｰｶｰ 1） 100.0 40～200.0 0.1% メーカー使用項目のため、

変更不可 S26 （ﾒｰｶｰ 2） 0 -50～50 1W/m2 

S27 
機器停止 

（ｷｷ ﾃｲｼ） 
ｼﾅｲ 

ｼﾅｲ／ｾﾝｻ FAN／ 

ﾀﾞﾝﾎﾞｳ／ 

ｾﾝｻ FAN,ﾀﾞﾝﾎﾞｳ 

- 
停止中は、無地の丸ランプ

点滅 

S28 
通信対象 

（ﾂｳｼﾝ ﾀｲｼｮｳ） 
ｸﾗｳﾄﾞ 

ｸﾗｳﾄﾞ／ﾊﾟｿｺﾝ／ 

ﾒｰｶ（ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ） 
- ﾒｰｶは、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙに対応 

S29 
多棟時間設定 

(ﾀﾄｳｼﾞｶﾝ) 
ﾅｼ ﾅｼ/ｱﾘ - 

S30～S50は S29:多棟時間

設定が“ﾅｼ”のときは、 

1棟目の設定を共有する 

工事編 P33[9-2 天窓開閉

時間の個別設定]参照 

S30 
天窓 2全閉全開時間 

(ﾏﾄﾞ 2 ﾍｲ -> ｶｲ) 
80 10～500 1秒 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P33[9-2 天窓開閉

時間の個別設定]参照照 

S31 
天窓 2全閉～０％時間 

(ﾏﾄﾞ 2 ﾍｲ -> 0%) 
0 0～120 1秒 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P33[9-2 天窓開閉

時間の個別設定]参照 
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表示

番号 

名前 

（表示） 
初期値 範囲 分解能 備考 

S32 
天窓 2開閉時間比率 

(ﾏﾄﾞ 2 ｶｲﾍｲ ﾋﾘﾂ) 
100.0 80.0～100.0 0.1% 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P33[9-2 天窓開閉

時間の個別設定]参照 

S33 

保温カーテン 2全閉全

開時間 

(ﾎｵﾝ 2 ﾍｲ -> ｶｲ) 

300 10～1200 1秒 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P34[10-3 ｶｰﾃﾝ開閉

時間の個別設定]参照 

S34 
保温 2開閉時間比率 

(ﾎｵﾝ 2 ｶｲﾍｲ ﾋﾘﾂ) 
100.0 80.0～100.0 0.1% 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P34[10-3 ｶｰﾃﾝ開閉

時間の個別設定]参照 

S35 

遮光カーテン 2全閉全

開時間 

(ｼｬｺｳ 2 ﾍｲ -> ｶｲ) 

300 10～1200 1秒 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P34[10-3 ｶｰﾃﾝ開閉

時間の個別設定]参照 

S36 
遮光 2開閉時間比率 

(ｼｬｺｳ 2 ｶｲﾍｲ ﾋﾘﾂ) 
100.0 80.0～100.0 0.1% 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P34[10-3 ｶｰﾃﾝ開閉

時間の個別設定]参照 

S37 
天窓 3全閉全開時間 

(ﾏﾄﾞ 3 ﾍｲ -> ｶｲ) 
80 10～500 1秒 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P33[9-2 天窓開閉

時間の個別設定]参照照 

S38 
天窓 3全閉～０％時間 

(ﾏﾄﾞ 3 ﾍｲ -> 0%) 
0 0～120 1秒 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P33[9-2 天窓開閉

時間の個別設定]参照 

S39 
天窓 3開閉時間比率 

(ﾏﾄﾞ 3 ｶｲﾍｲ ﾋﾘﾂ) 
100.0 80.0～100.0 0.1% 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P33[9-2 天窓開閉

時間の個別設定]参照 

S40 

保温カーテン 3全閉全

開時間 

(ﾎｵﾝ 3 ﾍｲ -> ｶｲ) 

300 10～1200 1秒 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P34[10-3 ｶｰﾃﾝ開閉

時間の個別設定]参照 

S41 
保温 3開閉時間比率 

(ﾎｵﾝ 3 ｶｲﾍｲ ﾋﾘﾂ) 
100.0 80.0～100.0 0.1% 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P34[10-3 ｶｰﾃﾝ開閉

時間の個別設定]参照 

S42 

遮光カーテン 3全閉全

開時間 

(ｼｬｺｳ 3 ﾍｲ -> ｶｲ) 

300 10～1200 1秒 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P34[10-3 ｶｰﾃﾝ開閉

時間の個別設定]参照 

S43 
遮光 3開閉時間比率 

(ｼｬｺｳ 3 ｶｲﾍｲ ﾋﾘﾂ) 
100.0 80.0～100.0 0.1% 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P34[10-3 ｶｰﾃﾝ開閉

時間の個別設定]参照 

S44 
天窓 4全閉全開時間 

(ﾏﾄﾞ 4 ﾍｲ -> ｶｲ) 
80 10～500 1秒 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P33[9-2 天窓開閉

時間の個別設定]参照照 

S45 
天窓 4全閉～０％時間 

(ﾏﾄﾞ 4 ﾍｲ -> 0%) 
0 0～120 1秒 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P33[9-2 天窓開閉

時間の個別設定]参照 

S46 
天窓 4開閉時間比率 

(ﾏﾄﾞ 4 ｶｲﾍｲ ﾋﾘﾂ) 
100.0 80.0～100.0 0.1% 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P33[9-2 天窓開閉

時間の個別設定]参照 
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表示

番号 

名前 

（表示） 
初期値 範囲 分解能 備考 

S47 

保温カーテン 4全閉全

開時間 

(ﾎｵﾝ 4 ﾍｲ -> ｶｲ) 

300 10～1200 1秒 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P34[10-3 ｶｰﾃﾝ開閉

時間の個別設定]参照 

S48 
保温 4開閉時間比率 

(ﾎｵﾝ 4 ｶｲﾍｲ ﾋﾘﾂ) 
100.0 80.0～100.0 0.1% 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P34[10-3 ｶｰﾃﾝ開閉

時間の個別設定]参照 

S49 

遮光カーテン 4全閉全

開時間 

(ｼｬｺｳ 4 ﾍｲ -> ｶｲ) 

300 10～1200 1秒 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P34[10-3 ｶｰﾃﾝ開閉

時間の個別設定]参照 

S50 
遮光 4開閉時間比率 

(ｼｬｺｳ 4 ｶｲﾍｲ ﾋﾘﾂ) 
100.0 80.0～100.0 0.1% 

S29 ｱﾘのとき表示 

工事編 P34[10-3 ｶｰﾃﾝ開閉

時間の個別設定]参照 

 

 

※１ S18:湿度センサで”ｶﾝｷﾅﾋﾞ”を選択した場合、乾球と湿球のセンサは下表の様に 

   割り付けます。 

 

ハウス数 系統数 乾球ｾﾝｻ 湿球ｾﾝｻ 

１ １ 1 2 

１ ２ 1 3 

１ ３ 1 4 

１ ４ 換気ナビの湿度センサは使用できません。 

２ １ 1 3 

２ ２ 換気ナビの湿度センサは使用できません。 

３ １ 1 4 

４ １ 換気ナビの湿度センサは使用できません。 

 

 

 ※２ S18:湿度センサで”ｶﾝｷﾅﾋﾞ 2 ｾｯﾄ”を選択した場合、乾球と湿球のセンサは 

    下表の様に割り付けます。 

    ２棟１系統の選択のみで使用して下さい。 

 

ハウス数 系統数 
１棟目 

乾球ｾﾝｻ 

１棟目 

湿球ｾﾝｻ 

２棟目 

乾球ｾﾝｻ 

２棟目 

湿球ｾﾝｻ 

２ １ センサ 1 センサ 3 センサ 2 センサ 4 
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■ 仕様 

製品名 換気ＮＡＶＩ（かんきナビ） 

電源 
ＡＣ１００Ｖ ～ ＡＣ２００Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

※定格の９０％～１１０％以内 

形式 

ＶＥＣ－８０－ＳＳ－〇〇－〇〇 

     ３０：付属センサコード長３０ｍ 

     ６０：付属センサコード長６０ｍ 

    ０１：温度センサ＋木製ボックス付 

    ０２：乾湿球湿度センサ＋木製ボックス付 

    ０３：温度センサ＋日除けカバー付 

制御項目 

・天窓（巻上げ式/スイング式）最大４系統（棟） 

※スカシ制御機能付き 

・暖房（ハイブリッド暖房対応）最大４系統 

・冷房（ヒートポンプ） 

・保温カーテン 

・遮光カーテン ※日射による制御の場合は日射センサ必要 

・除湿（間接）  等 

出力 

１Ａ（ＡＣ２５０Ｖ）無電圧接点出力 

・窓出力：両天４系統 

・拡張出力：４点 

（ヒートポンプ/暖房/保温カーテン/遮光カーテン等から選択） 

入力（センサ） 

・温度センサ（ファン付木製ボックス）※最大４台 

・雨センサ ※最大２台 

・日射センサ ※オプション 

・気象測器 （風向風速/外気温度） ※オプション 

データ収集 

アイファームクラウド対応 

※別売のクラウド通信用ゲートウェイボックスと、クラウドサービス

への加入が必要 

周囲温度 動作時：０～５０℃ 保存時：－１０℃～５０℃ 

周囲湿度 
動作時：８５％ＲＨ以下 保存時：９０％ＲＨ以下 

（氷結、結露しないこと） 

取付け方法 
コントローラ本体：壁面へビスで固定 

雨センサ：単管または角菅へＵ字ボルトで固定 

質量 コントローラ本体：約７ｋｇ 

消費電力 ５０ＶＡ以下 
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  保証条件 

  株式会社ニッポー( 以下「当社」といいます) は、当社がお客様に対して販売し納入した当社製品 

（以下単に「製品」といいます） に関して、以下のように保証条件を定めます。 

 

１． 保証期間 

製品の保証期間は、以下のとおりといたします。ただし、当社とお客様との間で締結する契約書、 

    その他当社がお客様に対して提示した見積書、カタログ仕様書等( 以下「契約書等」といいます) に 

    これと異なる定めがある場合は、その定めに準ずるものとします。 

 

    (1) お客様が当社から直接製品を購入した場合 

： お客様のご指定場所へ納入した日から 1 年間 

    (2) お客様が商社かを経由して製品を購入した場合 

： 当社が商社に納入した日から 1 年間 

ただし、お客様が、商品内容及び日付が明記されている納入伝票等により、商社から購入した日を 

証明できる場合には、お客様が商社から購入した日から 1 年間 

 

２． 保証範囲 

上記期間中に当社の責により製品に故障を生じた場合は、以下に該当する場合を除き、その製品の 

故障部分の交換、または修理を当社の責任において行います。ただし、契約書等にこれと異なる定めが 

    されている場合には、その定めに準ずるものとします。 

 

    （1） お客様による不適当な取扱い、ならびに使用が原因であると当社が判断する場合 

    （2） 故障の原因が納入した製品以外の事由が原因であると当社が判断する場合 

    （3） 当社以外の第三者( お客様を含みます) による改造、または修理が原因であると当社が判断する場合 

    （4） その他、天災、災害などで、当社の責にあらざる場合 

      なお、ここでいう保証は、当該製品単体の保証を意味するもので、当該製品の故障に誘発される 

        他の損害はご容赦いただきます。 

 

３． 保証内容 

上記２ 「保証範囲」記載の保証は、お客様が当社宛に当該製品を郵送し、当社が当該製品を 

交換または修理する方法により行うものとし、当社が当該製品の納入先その他お客様のご指定場所に 

    出向いたうえで修理・交換を行うことは保証内容に含まれません。 

      なお、当社が製品の納入先その他お客様のご指定場所に出向いたうえでの修理・交換は、 

    有償のサポートサービスとして別途承っております。 
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お問い合わせは下記へ 

TEL0120-963-166 
携帯電話･IP 電話からはこちらから 

TEL048-255-0066 

ホームページ  http:／／www.nippo-co.com／ 

e-mail     info@nippo-co.com 
 

※住所・電話番号などは、変更になることがあります。あらかじめご了承ください。 

 

本 社 営 業 所 
TEL:048-255-0066 

FAX:048-253-2793 
〒332-0015 埼玉県川口市川口 2-13-20 

中 部 営 業 所 
TEL:0533-56-8407 

FAX:0553-56-8408 
〒442-0068 

愛知県豊川市諏訪 2-425 

ﾊﾟｰｸﾋﾞﾙ 3階 D号室 

大 阪 営 業 所 
TEL:06-6375-2201 

FAX:06-6375-2205 
〒530-0014 大阪市北区鶴野町 4 ｺｰﾌﾟ野村梅田 A-223 

島 根 営 業 所 
TEL:0854-52-2478 

FAX:0854-52-1142 
〒699-1822 島根県仁多郡奥出雲町下横田 750-1 

高 知 営 業 所 TEL:088-855-7481 〒783-0004 
高知県南国市大そね甲 2293-1 

ﾌﾛｰﾗﾙ赤堤 201号室 

熊 本 営 業 所 TEL:096-273-6233 〒861-4113 
熊本県熊本市南区八幡 11-1-11 

ｾﾄﾚ八幡 202号室 

tel:088-855-7481



